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将来教職につく学生のドメスティックな志向性に対する働きかけについては、多くの教

員養成系大学で多様な試みがなされています。本学でも「国立大学法人奈良教育大学国際

交流に関する基本方針（改正 平成 25 年 3 月 6 日規則第 6 号）」として、「国際的視点に

立った教員の養成に資すること」を国際交流事業の目的として挙げており、本プロジェク

トも、国際的視点に立った教員の養成に資する取り組みの１つとして平成 26 年度より継

続しているものです。多様な専門領域を背景にもつ、学内組織横断的な教職員の知見に加

え、プロジェクト開始翌年からは学外の専門家を招聘しシンポジウムを開催しています。

シンポジウムでは、国際化やグローバル人材育成への理解が決して理念的なものに終始し

ないよう、できるだけ具体的な事例を挙げながら話をしていただくことを心がけていま

す。それぞれの専門領域や教育実践の立場から国際化、グローバル化の「生々しい」具体

を共有し、議論することは、本学学生にとってだけでなく、教員養成に携わる本学教職員

にとっても、現職教員にとっても、自身の個としての行動や教育実践を振り返る際の大き

な視座の得られる機会となっています。今年度のシンポジウムでも、学校教育現場の国際

化、グローバル化に関わる大きなトピックとして外国人児童生徒等教育の問題を取り上げ

ました。櫻井千穂氏のお話の中には、文化言語の多様な子どもの生きる姿だけでなく、か

れらを支える（ときには「支えない」）人たちの姿が何度も語られました。現在、そして将

来学校教育の現場に立つ参加者にとって、目の前の子どもが「文化言語の多様な子どもだ

から支える」のではなく、「個としての子どもを支えることが大人として、教師としての使

命である」という、当たり前のことに気づく機会となったのではないでしょうか。そのよ

うな気づきの積み重ねこそが、真のグローバル人材育成と言えるのかもしれません。 
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▼プロジェクト名 
学長裁量経費プロジェクト「教員養成大学における「グローバル人材」育成のためのカ

リキュラムに関する総合的研究」 
 

▼プロジェクトメンバー 
和泉元千春 国際交流留学センター 
勝原崇  附属小学校教諭 
谷口尚之 附属中学校副校長 
渋谷真樹 学校教育講座・国際交流留学センター長 
長谷川かおり 附属幼稚園副園長 
頓宮勝  国際交流留学センター 
橋崎頼子 学校教育講座 
松山豊樹 理数教育研究センター 
横山真貴子 学校教育講座・附属幼稚園園長 
吉村雅仁 教職大学院 
 
▼プロジェクト概要 

本プロジェクトは、グローバル化に対応した人材育成が求められる昨今の情勢に鑑み、

教員養成大学としての「グローバル人材」の在り方とその育成に関して研究を行うことを

目的としている。プロジェクトでの成果概要は以下の通りである。 

[平成 26 年度] 

本学既存の教育学部科目と留学生向け科目、本学附属校（附属小学校、附属中学校）での異文化理解に

かかる教育（国際理解教育など）の連動等によって、本学学生のグローバル意識の醸成を試み、それらの

実践の成果を「ヨーロッパ日本語教育シンポジウム（口頭発表）」、『奈良教育大学次世代教員養成センタ

ー紀要』等に発表した。さらに、ストラスブール大学教職大学院教授アンドレア・ヤング氏（バイリンガ

ル教育、多言語複言語教育）を訪問し情報収集を行った。 

[平成 27 年度]  

以下のシンポジウムを通して「グローバル人材」とその育成を教員養成大学の文脈で捉え直すことの必

要性とその方向性を確認した。 

＜第１回＞ 

講演：「グローバル人材」になる―言語文化教育の個と社会の立場から―（早稲田大学名誉教授、言語文

化教育研究所八ヶ岳アカデメイア主宰 細川英雄氏） 

実践報告①：奈良教育大学における留学生教育と連動した言語文化教育の実践（和泉元千春・岩坂泰子） 

実践報告②：奈良教育大学附属小学校「言語・文化」の実践（林綾・岩坂泰子） 

＜第２回＞ 

講演：グローバル時代の教員養成の課題-「異文化間能力」育成の視点から-(目白大学学長 佐藤郡衛氏） 



実践報告①：ＥＳＤの視点に基づいた道徳性育成の授業実践（小嶋佑伺郎） 

実践報告②：「異文化間能力」を育む教員養成－博物館における校外学習をめぐって（渋谷真樹） 

[平成28年度] 

以下のシンポジウムを通して、「グローバル人材」というテーマをより具体的に学校教育現場での問題

に落とし込んで考えた。 

＜第１回＞ 

講演：「多文化教員」に求められる資質・能力―多様な言語文化背景の子どもたちの学びの場をデザイン

するために」（東京学芸大学教育学部教授 齋藤ひろみ氏） 

実践報告①奈良市における日本語指導が必要な児童生徒の現状（奈良市教育委員会 学校教育課教育推進

係 日本語指導コーディネーター 吉村瑞希氏） 

実践報告②：子どもたちの世界を広げる附属小学校における「言語文化」の教育実践（和泉元千春・岩坂

泰子・林綾） 

＜第２回＞ 

講演：新しい教育課程と学びのイノベーション－コンピテンシーを育む学びのデザインと教師の育成－

（国立教育政策研究所・初等中等教育研究部・総括研究官 松尾知明氏） 

実践報告①：地球市民意識の形成と道徳教育―ボーダー（境界）を考えることから他者とのつながりを実

感する実践を通して―（小嶋佑伺郎氏） 

実践報告②：教員志望学生と留学生が共に学ぶことは何を得られるか：未来をつくる教育の担い手をめざ

して（東京学芸大学教育学部准教授 南浦涼介氏） 

[平成 29 年度] 

以下のシンポジウムを開催し、「ことば」を鍵として、「グローバル人材」育成において重要な異文化間

能力や多文化共生意識の涵養にはどのような態度や技能が必要なのかを体験的に考えた。 

講演：「やさしい日本語」と学校教育（京都外国語大学外国語学部教授 森篤嗣氏） 

ワークショップ「インタビュー詩を創ろう」（ファシリテータ：横田和子氏（目白大学）・和泉元千春） 

 

 

上記の実践実績、研究成果を踏まえて、今年度（平成 30 年度）は以下の通りシンポジ

ウムを開催した。 

日時：2019 年 1 月 24 日（木）16：30-18：30 
場所：本学次世代教員養成センター２号館 多目的ホール 
参加者：53 名 
内容：講演・ワークショップ 

「学校・地域でできる文化言語の多様な子どもの支援」 
（同志社大学 日本語・日本文化教育センター・准教授 櫻井千穂氏） 

後援：奈良県教育委員会、奈良市教育委員会 



平成 30 年度シンポジウム 

「教員養成大学におけるグローバル人材育成を考える」 

 

講演・ワークショップ 

「学校・地域でできる文化言語の多様な子どもの支援」 
（同志社大学 日本語・日本文化教育センター・准教授 櫻井千穂氏） 

 

 

 

 

 

（写真 2 枚挿入） 

 



ㅮ₇グ㘓㸸ࠗ Ꮫᰯ࣭ᆅᇦ࡛࡛ᩥࡿࡁ໬ゝㄒࡢከᵝ࡞Ꮚࡢࡶ࡝ᨭ᥼࠘�

� Ḉ஭༓✑Ặ（ྠᚿ社኱学� 日本語・日本文化教育ࢭンࢱー ෸教ᤵ） 
 
ྖ会㸸᫖௒では、本学のような教ဨ㣴成単⛉኱学においても、ࣟࢢーバル人ᮦ、ࣟࢢーバル

人ᮦ育成ということばが㣕ࡧ஺っています。しかし、ここにཧຍしているከくのᑗ᮶、

学校のඛ⏕になるⓙさんにとって、この࣡ーࢻをලయ的にどのようにᤊえればいいの

かということについて、また、そういう教ဨになるためには何が必要なのかということ

については、ලయ的な実㊶とその᳨ウというのが、௒まさにおこなわれているとこࢁで

す。そのようなことを受けまして、��1� 年から国㝿஺ὶ␃学ࢭンࢱーでは、学㛗⿢㔞

に㛵する⥲合的࣒ュࣛ࢟リ࢝ーバル人ᮦ育成のためのࣟࢢ」、としてࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㈝⤒

◊✲」という学内⤌⧊ᶓ᩿的なࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉを㛤始しました。国㝿஺ὶ␃学ࢭンࢱーが

௦⾲になっているのですが、㝃ᒓ校ᅬ、教⫋኱学㝔をྵめ、β なඛ⏕方が࣓ンバーとࠎ

なっています。ẖ年シン࣒࢘ࢪ࣏を㛤ദして、௒年は � 年目になります。1 年目は、ᕰ

に㣕ࡧ஺う「ࣟࢢーバル人ᮦ」や「ࣟࢢーバル人ᮦ育成」ということばを教ဨ㣴成኱学

の文⬦でᤊえなおし、ࣟࢢーバル人ᮦというのが、Ỵして「ୡ⏺のࢿࢪࣅス場㠃で英語

を使ってά㌍する人」というものではなく、「ከᵝな文化的、言語的⫼ᬒを持つ௚者を

ㄆめ、自ᕫ発ಙ、社会ཧຍできる人」であり、「ಶ人のᏑᅾの࢜リࢼࢪリ࢕ࢸを自ぬで

きるような環境が必要である」ということを☜ㄆしました。それから、� 年目の ��1� 年

度は、１年目でᤊえた「ࣟࢢーバル人ᮦ育成」の考え方をよりලయ的に学校教育⌧場で

の問㢟にⴠとし㎸んでᤊえてみようということで、ከ文化化する教育⌧場に対ᛂでき

るከ文化教ဨの㈨㉁・⬟力について、外国人児童⏕ᚐ➼に対する教育を஦౛にして考え

ました。また、新しい学⩦ᣦᑟ要㡿と㛵㐃௜けて、ࣟࢢーバル人ᮦとその育成のあり方

を考えました。さらに᫖年度、� 回目では、学校⌧場でࣟࢢーバル人ᮦ育成をᢸう教ᖌ

自身に必要なែ度・ᢏ⬟とは何かということを、「ことば」を࢟ー࣡ーࢻにయ㦂的に学

の「報ࢪー࣒࣌ー࣍ーのࢱンࢭ、の内容は࣒࢘ࢪ࣏ᶵ会をタけました。これらのシンࡪ

࿌書（KWWS���FLHV�QDUD�HGX�DF�MS�UHSRUW�KWPO）」にࣟࣉࢵ࢔ーࢻしています。⯆味がある方は

 。ぴくださいࡈࡦࡐ
� � 年目になる௒回は、ྠᚿ社኱学のḈ஭༓✑ඛ⏕にお㉺しいただいて、௒後ますます

ቑຍすることがண᝿される、学校ᆅᇦの୰での言語文化のከᵝな子どもたちの支援を

どうすればいいかということで、「学校・ᆅᇦでできる文化言語のከᵝな子どもの支援」

と㢟してお話をいただきたいと思います。 
 

お話にඛ立ちまして、⚾の࡯うからḈ஭ඛ⏕の⤂௓をさせていただきます。Ḉ஭༓✑

ඛ⏕は、኱㜰኱学኱学㝔言語文化◊✲⛉༤ኈㄢ程をಟ஢され、⌧ᅾྠᚿ社኱学日本語・

日本文化教育ࢭンࢱーで教㠴をとっておられます。ࡈᑓ㛛は、年ᑡ者日本語教育、母語・

⥅ᢎ語教育、第二言語⩦得◊✲で、文化言語のከᵝな子どもの日本語と母語の力、特に

読む力について◊✲をされています。そして᫖年、その◊✲の成果をまとめられて、こ

のࠗ 外国にルーࢶをもつ子どものバイリンガル読書力 と࠘いう本をฟ∧されました。ま

た、文㒊⛉学┬からのጤクを受け、文化言語的にከᵝな子どものことばの力を対話を通
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して るᨭ᥼付きのホ౯ἲ、JSL 対ヰᆺࢭ࢔スメント DLA の㛤Ⓨにも中ᚰ的にᦠわっ

てこられました。今日は、先生の㇏ᐩなලయ的な஦౛にຍ࠼、デ࢕ス࢝ッションも⧊り

஺ࡐながらおヰしいただけるということで、とてもᴦしみにしています。では、Ḉ஭先

生、よろしくお㢪いします。 
 
Ḉ஭༓✑氏（௨下、Ḉ஭氏）㸸ⓙさん、初めまして。Ḉ஭と⏦します。まࡎいきなりですが、

ⓙさんに㉁ၥをᢞࡆかけてみたいと思います。こちらはᩍ員㣴ᡂの課⛬がある大学と

いうことで、学生さんにおఛいしたいのですが、ᑗ来学ᰯの先生になろうと⪃࠼ている

᪉はどのくらいいらっしゃいますか？では、今すでに学ᰯᩍ⫱⌧ሙの中に入ったり、お

ᡭఏいに⾜ったりして、እᅜにルーࢶのある子どもたちにちࡻっとでも᥋したことの

ある᪉はどのくらいいらっしゃいますか？ あまりいらっしゃらないですࡡ。どうし

ようかなと㏞っている᪉もいらっしゃるみたいですࡡ。 
 
᪥ᮏᅜෆ࡛ከゝㄒ⎔ቃࡢ୰࡛⫱ࢫࣛࣉࡣ࡜ࡇࡘ㸽 ࢫࢼ࢖࣐㸽 

᪥ᮏᅜෆࡢከゝㄒ⎔ቃࡣ࡜ 

では、まࡎ一つ⪃࠼てみていただきたいです。日本ᅜ内で多言ㄒ⎔ቃの中で⫱つこと

は、ࣉラスでしࡻうか、ࢼ࢖࣐スでしࡻうか。多言ㄒ⎔ቃというヰをすると、౛ࡤ࠼እ

ᅜㄒ学部の学生に聞くと「࿘りに␃学生がたくさんいるから、自分たちのいる⎔ቃが多

言ㄒ⎔ቃだ」と思われることがあります。でも、それは、今日私がᢅう多言ㄒ⎔ቃでは

ありません。日本ᅜ内での多言ㄒ⎔ቃというのは、౛ࡤ࠼日本にఫんでいるእᅜ人のご

ኵ፬の子どもさんのような、ᐙᗞ言ㄒが日本ㄒではないࢣースです。౛ࡤ࠼ブラジルか

ら来ていて、おうちの中でヰされていることࡤはポルト࢞ルㄒで、学ᰯ言ㄒは日本ㄒと

いうࢣースです。このࢣースでは、日ᖖ的に二つの言ㄒに᥋しているということになり

ます。それから、࢖ンࢱーࢼショࢼルスクールに㏻っている子どものࢣースです。この

ような子どもさんたちの学ᰯ言ㄒは何ㄒですか？ 
ཧຍ⪅㸸ⱥㄒです。 
Ḉ஭氏㸸ⱥㄒですよࡡ。ですが、♫会の言ㄒは日本ㄒですし、日本人のಖㆤ⪅の᪉だったら

ᐙᗞ言ㄒもほとんどが日本ㄒになるかもしれません。それから、୧ぶが違う言ㄒをヰさ

れるᐙᗞ⎔ቃのࢣースで、ᐙᗞ内言ㄒが二つ௨上あるሙ合もあります。おẕさんがフ࢕

リࣆンから来ていて、お∗さんは日本人というሙ合だったら、ᐙᗞ内言ㄒが 2 言ㄒで、

学ᰯ言ㄒが日本ㄒであるとか。よくあるのは、フ࢕リࣆンのᐙᗞのおẕさんとブラジル

人の᪉が結፧されて、ポルト࢞ルㄒと࢞ࢱログㄒがおうちの中では㣕び஺っていて、学

ᰯ言ㄒ、♫会の言ㄒは日本ㄒであるというようなࢣースも⪃࠼られます。生まれたとき

から、もしくはಖㆤ⪅について日本にΏって来た、そのときから多言ㄒ⎔ቃになる子ど

もたちはたくさんいるわけですが、その子たちにとって、そのような⎔ቃの中で⫱つこ

とはࣉラスですか、ࢼ࢖࣐スですか。 
ཧຍ⪅㸸൅はࣉラスだと思います。それは、いろいろな言ㄒに㛵わることで、これから♫会

にいろいろなእᅜ人もいっࡥい来ています。そういう⌮ゎがあったら、ᑗ来ຮᙉしたい

と思ったときにもいいと思うし、そもそもᩍ㣴のᗈがりとしてࣉラスになるんじゃな
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いかなと思います。 
Ḉ஭氏㸸ありがとうごࡊいます。ࣉラスかࢼ࢖࣐スかと聞いただけなのに、⌮⏤までちゃん

と⟅࠼てくれてさすがです。ありがとうごࡊいます。他の᪉はどうですか？ 
ཧຍ⪅㸸൅たちはヰをしていて、どちらかというとࢼ࢖࣐スのព見が多く出ました。という

のは、ᐙᗞのその子どもの⎔ቃにもよると思うのですが、幼いሙ合に二つの言ㄒをきち

んとᢅ࠼るか、そもそもきちんとちゃんと⩦ᚓできるのかというၥ題があると⪃࠼た

からです。また、ことࡤが違うと文໬が違うから、ᐙᗞが日本ㄒじゃない言ㄒを使って

いたら、そこの文໬のことを▱ることで、࢖࢔デンテ࢕テ࢕の႙ኻみたいなことにもつ

ながるのではないかと思いました。 
Ḉ஭氏㸸そのࢼ࢖࣐スのព見というのは、どこかで聞かれたんですか。 
ཧຍ⪅㸸」数の言ㄒにルーࢶを持つ子だけれど、どっちのことࡤも中㏵半➃にしか⩦ᚓでき

ていなくて、ㄽ⌮的な思⪃が㏣いついていないがために学ᰯのᇶ♏学ຊが㏣いつかな

いという子がいました。そのⅬはࢼ࢖࣐スかなというヰをしました。 
Ḉ஭氏㸸ᩍ⫱ᐇ⩦か何かですか？ 
ཧຍ⪅㸸はい、ᩍ⫱ᐇ⩦とかです。 
Ḉ஭氏㸸ありがとうごࡊいます。今ࣉラスのព見、ࢼ࢖࣐スのព見、୧᪉出ました。本当は

これだけで 30 分や 1 時間デ࢕ス࢝ッションしたいようなヰなのですが、ḟにいきたい

と思います。 
 
&/' ඣࡣ࡜㸽 

今日ᢅうヰの中ᚰになってくる子どもたちを「文໬言ㄒの多ᵝな子ども」というࡩう

に今日の࢖ࢱトルの中で⤂௓しています。これは“Culturally Linguistically Diverse 
Children”のヂです。トロント大学のバ࢖リン࢞ルᩍ⫱の➨一人⪅でいらっしゃる࢝ミン

っと「እᅜ人ඣࡎです。日本のሙ合は、文部⛉学┬はࡤ先生のよく使われていることࢬ

❺生ᚐ」という࿧び᪉をしていたんです。それが、2 年前くらいから変わってきて、「እ

ᅜ⡠ඣ❺生ᚐ」と「日本ᅜ⡠のඣ❺生ᚐ」という言い᪉になってきています。なࡐ日本

ᅜ⡠のඣ❺生ᚐという࿧び᪉が出てくるかというと、ᅜ⡠が日本であっても多言ㄒ⎔

ቃにいる子どもたちがいるというのがだんだんわかってきたからです。つまり、ᨻᗓの

ࢶ᪉ではእᅜ人ඣ❺生ᚐ、つまり、ᅜ⡠で分けていたんです。ᅜ⡠がどこか、ルー࠼⪄

がどこかというのが㠀ᖖに㔜せだったということです。それにఝたようなことࡤで「እ

ᅜにルーࢶを持つ子ども」という言い᪉もします。これはすごく日本でᾐ㏱しているこ

とࡤです。これに㛵しては、ⱥㄒにヂすのがすごく㞴しいです。ⱥㄒでは、このᴫᛕは

一⯡的ではありません。なࡐでしࡻうか。ルーࢶというのはどこかに᰿っこがあるわけ

です。でも、そのእᅜがどこか≉ᐃしていません。つまりは、日本じゃないどこかにル

ーࢶがある人となるわけです。日本か日本じゃないかを分けた⪃࠼᪉ですࡡ。もう一つ、

言ㄒ的࢖࣐ノリテ࢕、これもよく使います。日本は༢一Ẹ᪘ᅜᐙでもないし、༢一言ㄒ

のᅜでもないわけですが、まるで日本は日本ㄒだけをヰして、日本の文໬だけを▱って

いる人たちしかいないかのようにㄒられてきました。そういった中で、文໬言ㄒの多ᵝ

な人たちは࢖࣐ノリテ࢕、少数ὴになるんです。♫会の中での少数ὴになったとき♫会
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的ᢚᅽがともないます。言ㄒ的࢖࣐ノリテ࢕というのは、言ㄒの㠃で少数ὴになってし

まうというព࿡のネーミングです。それから、「⛣ືする子ども」。これは᪩✄⏣大学の

ᕝ上先生たちが௮っていることࡤですが、いろいろなሙᡤを⛣ືする子どもというこ

とです。どちらかというと、文໬言ㄒの多ᵝな子どもというのとఝていて、ࣗࢽートラ

ルな⾲⌧であると私は思います。私がなࡐ「文໬言ㄒの多ᵝな子ども」という࿧び᪉を

使うかというと、ᐇはネーミングはものすごく大஦だからです。その名⛠一つが、結局

その⫼ᬒ全てを⾲すからです。使用しているその人の⪃࠼᪉であるとかといったもの

を⾲すわけです。文໬言ㄒの多ᵝな子どもというのは、子どもたちをỴしてࢼ࢖࣐スに

とら࠼ていません。内かእかで分けてもいないんです。もっというと、その人たちが持

っている資※をᑗ来的に二つともά用、もしくは二つ௨上ά用できるようになったら

いいなという⪃࠼をྵんでいます。「多ᵝだから、その部分はࣉラスにᤊ࠼ようよ」と

いうメッࢭージが㎸められたことࡤです。ですので、これを使うことにしています。こ

の文໬言ㄒの多ᵝな子どもの中には、⫏の子どもさんたちも入っています。聞こ࠼が㞴

しい子どもさんたちのᡭヰ言ㄒ、それから➹グ、文字言ㄒとしての日本ㄒです。ᡭヰ言

ㄒと日本ㄒが二つあれࡤ、文໬言ㄒが多ᵝになります。⫏の人たちには⫏の文໬がある

からです。そういったព࿡で、その⫏の子どもたちのこともྵめて、文໬言ㄒの多ᵝな

子どもというࡩうに࿧んでいるわけです。日本の中には、日本文໬、日本♫会、日本ㄒ

がヰせることというのが当たり前だと思う、そこに␲いも持たない人が、私もྵめて、

ᅽಽ的に多いわけなんですが、日本ᅜ内で、この文໬言ㄒの多ᵝな子どもたちが⫱つ⎔

ቃが、その本人にとってࣉラスなのかࢼ࢖࣐スなのかというのはものすごく大きなၥ

題です。今日おヰしする 1 時間少々のヰが、少しでもそれをࡦもゎく㘽になれࡤいいな

と思っています。 
 
 㸽࠿すࡲࡋ࠺࡝ࡽࡓ࠸࡟ࢫクࣛࡢศ⮬ࠊࡀࡕࡓࡶ࡝Ꮚ࡞࠺ࡼࡢࡇ

᪥ᮏ࠸࡟るࡽ࠿᪥ᮏㄒࢆᣦᑟ㸽 RU ẕㄒ࡜᪥ᮏㄒࡢ୧᪉㸽 

ḟに、二つ目の㉁ၥをさせていただきたいです。さっき言ったような文໬言ㄒの多ᵝ

な子どもが多言ㄒ⎔ቃの中に⫱つことは、ࣉラスもࢼ࢖࣐スもあるよというࡩうにⓙ

さんおっしゃいましたが、学ᰯの先生になったときに、そのような子どもたちが自分の

クラスにいたらどうしますか？ もしくは自分のクラスが出来上がって、㏵中からポ

ンと日本ㄒがヰせない子どもが来たらどうしますか。 もしくは、日本で生まれたけれ

ども、ᐙᗞの言ㄒはポルト࢞ルㄒです。幼稚園に⾜っていたけれども、うちの中が全部

ポルト࢞ルㄒなので日本ㄒは少し㞴しいなという子が、1 年生のᢸ௵になった自分の前

にやってきた。どうしますか？ ここは日本ですよࡡ。その子たちは日本でやっていか

なけれࡤいけない。日本にいるから日本ㄒを一生ᠱ࿨、ᣦᑟしますか？ それとも、ẕ

ㄒと日本ㄒ、୧᪉ఙࡤすように何かしますか？ でも、ⓙさんがヰせて使࠼るのは日本

ㄒだけだったらどうでしࡻうか。この会ሙには␃学生の᪉もいらっしゃるし、多言ㄒ⎔

ቃにいた人で、2 言ㄒ、3 言ㄒできる᪉がもしかしたらいるかもしれませんが。でもこ

の中には、1 言ㄒだけの人もいますよࡡ。そういった自分自㌟のၥ題としてᤊ࠼たとき

に、どうしますか？ その子をどうやってᣦᑟしようと思いますか？ 日本にいるか
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ら、とりあえず日本語をᣦᑟしますか？� ࿘りのリࢯースを使ってもいい、࿘りの人と

㐃ᦠしてもいいですよ。考えてみてください。日本にいるから日本語をᣦᑟすることを

第一に⨨いてᚭᗏしてやるか、いやいや、母語と日本語、両方をなんとかしてఙばそう

というࡩうにするか、どっちですか？� じゃあまた � 分で話し合ってください。 
ཧຍ者㸸ඛ⏕だったら、その学⏕の母語を話せないから教えない。 
Ḉ஭Ặ㸸そうですね。日本にいるから日本語を教えなきゃいけない、母語を使えないから௙

方がない。まっとうな意ぢだと思いますよ。どうですか？ 
ཧຍ者㸸その子には日本語を୺に教えるけれど、௚のࣛࢡスやྠじࣛࢡスの子には、その子

の母語にぶしめるようなᶵ会を作る。౛えば࣏ルࢺガル語だったら、࣏ルࢺガルについ

ての㐟ࡧというか、࣏ルࢺガル語を使った㐟ࡧとかを入れて、その文化をㄆめさせつつ、

日本語を୺に教えるというឤじです。 
Ḉ஭Ặ㸸࢔イࢹン࢕ࢸ࢕ࢸの助けになるような、ちょっとした環境づくりはやった࡯うがい

いんじゃないか。それだったら࣏ルࢺガル語ができなくても、ࣛࢡスでできるかもしれ

ないということですね。いいと思います。 
ཧຍ者㸸日本にいる以上、自分が日本語しか話せないので、日本語をᣦᑟするべきだと思い

ます。英語なら英語をしゃべる人は࿘りにいるかもしれないんですけど、あまりこの㎶

りでしゃべっている人がいない、౛えば࣏ルࢺガル語をしゃべる子たちがいたときに、

身㏆に㢗れる人がいるとも㝈らないので、まずは自分が自ಙを持って教えられる日本

語でしっかり力をつけてあげたいなと考えました。 
Ḉ஭Ặ㸸ありがとうࡊࡈいます。これ、㞴しい問㢟なんです。実㝿、௒はⓙさん、子どもさ

んたちに᥋していないから、㢌の୰だけのୡ⏺のことを言っていたらいいかもしれな

いですが、本当に子どもを目の前にしたら、「どうしたらいいんだࢁう」とすࡈくᝎむ

問㢟なんです。もしかすると、そのỴ定がその子の一⏕をᕥྑするかもしれないくらい

㔜要な話だからです。 
� ௒のことをᛕ㢌に⨨いたうえで話に入っていきたいのですが、௒から஦౛を୕つ⤂

௓します。さっきの㉁問どうなんだࢁう、教えるべきなのは日本語なのか、母語なのか、

両方なのか、ということを考えながら、ḟの஦౛を⪺いてみてください。 
 
஦౛ �㸸Ꮫ㱋ᮇ㏵୰࡛᮶᪥ࡓࡋ 5�

一つ目の஦౛は、学齢期㏵୰で᮶日した 5 さんです。5 さんは日⣔ � ୡの࣌ルー人

の子ども。᮶日時の年齢は 11 歳 1� ᭶なのですが、11࢝ 歳 1� ᭶だと࢝ � 年⏕の年齢で

す。でも、実は࣌ルーって␃年ไ度がある。勉強がしんどかったので、1 年間、� 年⏕

のときに␃年しています。その後日本に᮶ると言っていたけれど、お∗さんたちのࢨࣅ

の㛵ಀだとか、いࢁいࢁあって、学校を㎡めたのに、� ࣌᭶間学校に行かない時間が࢝

ルーで⏕じています。その後、日本に᮶ました。日本に᮶たけれども、どうやって手⥆

きをしたらいいかわからないということで、� ᭶学校に行っていないという状ែでし࢝

た。つまり、1� ルでࢱーࢺ、᭶࢝ � 年間自分の学齢とは違う状況になっている。その

子どもさんと⚾は、実㝿に会ったのですが、その子が᮶たときのᵝ子です。学校や家庭

では、᮶日当初、人と目を合わすことを全↛しません。ちょっとࢡࢵࢳもฟていたかな。
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ẕㄒでも日本ㄒでもほとんどヰしません。日本ㄒでヰさないのは当然です。日本ㄒがࢮ

ロで来ています。ࢮロだからヰせません。私がẕㄒのスペ࢖ンㄒでヰしかけると、スペ

てくれるのですが、一ၥ一⟅ᘧです。私は大学を༞業してから、すぐ࠼⟆ンㄒで࢖ 2 年

間、㟷年ᾏእ༠ຊ㝲で࢚クࢻ࢔ルに⾜っています。大㜰大学ではスペ࢖ンㄒがᑓᨷでし

た。ですので、スペ࢖ンㄒはある⛬ᗘできるかな。それで R さんは、ẕㄒでの㉁ၥには

るけれども、一ၥ一⟅ᘧ。口Ⓑは「No sé」（▱らない）「Nada」（何もない）、「なん࠼⟆

で？」と聞いたら、「Por que sí/no」（なんでも）と⟅࠼るឤじですかࡡ。そのくらいだ

った。そのときの R さんのẕㄒのຊはどれくらいあるんだろうというので、JSL 対ヰᆺ

スメントࢭ࢔ DLA のもとになったテストで、OBC という会ヰのテストがあります。そ

の子どもの会ヰຊを るテストの一部を使って、ᙼのスペ࢖ンㄒのヰすຊを見たとき

のᵝ子です。この⤮はබᐖの⤮なんですが、この⤮を見たら、小学生だったらどのよう

に⟅࠼ると思いますか？ 「この⤮、なんの⤮？」と聞いたら、なんと⟅࠼ますか。 
ཧຍ⪅㸸ᆅ⌫が㢼㑧をᘬいている⤮。 
Ḉ஭氏㸸大学生の自分だったらどうですか？ 
ཧຍ⪅㸸൅はබᐖの⤮と⟅࠼ます。 
Ḉ஭氏㸸そう⟅࠼ますよࡡ。もしくは⎔ቃၥ題の⤮とか。6 年生でも、ᐇはそのように⟅࠼

ます。6 年生の日本人の子のሙ合は ᬮ໬とか言ってくれることも多いです。「 ᬮ໬

はどうして㉳こっていますか？」と聞いたら、二㓟໬Ⅳ⣲が、㓟⣲がうんࡠん、ࢰ࢜ン

ᒙがうんࡠんだのとㄝ᫂してくれます。日本ㄒではなくてスペ࢖ンㄒで㉁ၥしたら、R
さんはなんと⟅࠼たかというと、スペ࢖ンㄒで「㌴」と⟅࠼ました。「うん、㌴だࡡ。

それからこれは？」と聞いたら「ᆅ⌫」と⟅࠼ました。⥆けて「ᆅ⌫がどうなっている？」

と聞いたら「㢼㑧をᘬいている」と言ってくれました。「⑓Ẽだࡡ。じゃあどうしてᆅ

⌫は⑓Ẽなの？」と聞きました。この㡭の R さんは「どんな㉁ၥでも「どうして？」と

きかれるとᅔっちゃう。⌮⏤を言うのはすごく㞴しかった。このときに R くんが書い

た作文です（本報告書 26 ページ配布資料左上）が、日本ㄒが一ษできないので、これ

もスペ࢖ンㄒです。日本に来て 5 ᭶㏆く⤒っています。4࢝ ᭶に入学したので、学ᰯに

入ってからは 2 ン࢖᭶くらい⤒っています。その㡭の取り出し授業で、「じゃあスペ࢝

ㄒで書こうか」と R さんに書かせた作文です。これは一文ですが、これを書くのに 30
分かかっています。これはᙼがそのまま書いたものです。「よ juego un rato y de ahy ago 
la tarea」「൅は 㐟ࡪ 少し それから する ᐟ題」と書いているのですが、最初の

文字、わかりますか？ 日本ㄒの「よ」、ᖹ௬名の「よ」と書いています。スペ࢖ンㄒ

では「yo」と書きます。「yo」は「私」というព࿡です。子どもが新しい言ㄒを⩦いた

てのとき、⩦ったから積極的に使いたいと言って、「よ」と書くということはあります。

でも、R さんのሙ合はそうじゃなかった。「yo」をᛀれてしまって、出てこない。ᖹ௬

名の「よ」が先に出てきた。けれども、50 音全部書けるわけではない。ぬ࠼ているわけ

でもない。日本ㄒでⓎヰできません。だから結局は、「ぬ࠼る」より先に「ᛀれる」が

きている。それから何日か後、「今日はᢸ௵の先生のテー࣐で書こうか」と言ったら、

ྠじくこんなឤじ。「⫼が㧗い そして 良い そして ᖾせ そして 㐟ࡪ」。先生は

⫼が㧗くないのですが、書くのに一生ᠱ࿨だった。ᙼが本当に、自分の学⣭にいきなり
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来たらどうしますか？ ⓙさん。ᐇ㝿この子はそうでした。40 人学⣭にいきなりポン

と来ました。࿘りは全員日本人です。しかも 5 年生です。どうしますか？ ㅉめます

か？ 日本ㄒをᩍ࠼る？ 何する？ 
 
஦౛ �：᪥ᮏ⏕ࡢࢀࡲ୰ᅜㄒẕㄒඣ❺ . 

2 人目です。この子どもさんは、日本生まれ中ᅜㄒẕㄒの子どもさんです。音声を聞

いてみてください。この子どもさんの 1 年生の 3 学期のときの音読のᵝ子を聞いてく

ださい。（中ᅜㄒでの音読部分、┬␎） 
 
Ḉ஭氏㸸ズ々としたឤじです。小学ᰯ 1 年生くらいだと、ᩍ⫱大学だからⓙさんごᏑじかと

思うのですが、文節レベルでᖹᆒして読めるようになるのが 2 学期くらいと言われて

います。この子の読み᪉は 1 文字、もしくは 2 文字のᣠい読みのẁ㝵です。音読㏿ᗘか

ら見ると 1.5 ಸくらい㐜いです。ですから、ᅜㄒの授業でᬑ㏻にやっていくのは「しん

どい」とされてしまうレベルです。ḟに、この子どもさんの「リテリング」というあら

すじを再生しているところです。おヰを読み聞かせて、もしくは自分で読んだ後に、「ど

んなおヰでしたか？」と㉁ၥします。これは先ほども࿴Ἠඖ先生が⤂௓してくださった、

文⛉┬が作った DLA のࢭ࢔スメントの᪉ἲです。 
 
 「『金㨶のトトと✵のくも』ってどんなおヰやった？」 

「もうそんなんᛀれすࡂる。」 
「ほんま？」 
「初めて見た本はすぐにᛀれる。」 
「すぐにᛀれちゃうの？ ほんならちࡻっと思い出してみようか。金㨶のトトと

✵のくものおヰ、ㄡが出てきましたか。」 
「金㨶と、㫽と、くも。」 
「うん。金㨶と、㫽と。くもはどんなくも？」 

 
Ḉ஭氏㸸はい。こういう≧ἣです。 

ḟは、ྠじ K さんのそのときの中ᅜㄒຊです。ᐙᗞ内言ㄒは全て中ᅜㄒです。です

が、ᖹ௬名の文字は学ᰯに入ってຮᙉします。だからなんとか読めるようになっていま

す。4 ᭶にຮᙉを㛤ጞして、⩣年 2 ᭶ですから、10 なんと。ࡡ᭶くらい⤒っています࢝

か読めるようになっています。しかし、ᐙᗞ言ㄒで、文字⩦ᚓというのは自然にはでき

ません。ᇶ本的に学⩦がᚲせです。ㄡかがᩍ࠼てくれる、もしくは自分でなんとかして

やる。文字は学⩦していないので、1 年生のときは中ᅜㄒが全然読めません。そこでこ

ちらが読み聞かせをして「どんなおヰだった？」と中ᅜㄒで㉁ၥします。（本報告書 26
ページ配布資料左下）ᙼዪはḟのように中ᅜㄒでㄝ᫂をしました。「私がわかっている

ようなのは、㞷だるま、うさࡂを㞷の中に入れた。ここまでしかわからない。」読むຊ

は、文字が少し読めるので、日本ㄒの᪉が㧗いと言࠼ます。けれど、ᐇはヰしことࡤで

いうと、日本ㄒのㄒᙡは、ྠ じ日本人のẕㄒヰ⪅にẚ࡭るとᅽಽ的に少ないのです。こ
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の子がཷけたあるㄒᙡテストでは、7 ๭くらいの正⟅率です。中ᅜㄒのㄒᙡの᪉がⱝᖸ

多い≧ἣでした。そんな≧ἣで学ᰯに来ました。そうするとこの子は、先ほどⓎ言して

くださったように、二言ㄒともにしんどくて、どちらも年㱋相応ではない≧ែです。私

は使わないようにしていますが、「ࢲブル࣭リミテッࢻ」という言ⴥもあります。二つ

㝈られている、ࢲブルで㝈られている。୧᪉の言ㄒに㝈⏺があるࢲブル࣭リミテッࢻの

≧ἣということで、「できない子」とᚰ配されていました。 
 

஦౛ �：4ṓ᮶᪥ 4ᖺ⏕ࡢඣ❺ 0 
 もう一人、4 ṓで来日した 4 年生のඣ❺ M さんです。4 ṓで来日後、ಖ⫱園に㏻い、

1、2、3 年と小学ᰯに㏻い、4 年生の 1 学期に私は M さんに出会いました。その㡭に M
さんに読み聞かせをして、どんなおヰだったか㉁ၥした時の音声を再生します。 

 
 「きつࡡはー、なんかー、おかあさんはー、きつࡡのー、小さいの、なんかーおな

かはー、すいたーでー、なくーの。でー、ま、おẕさん、がー、なんかこのー、や

つーのー、でーとれて、でーいっこー、ⴠちた。でーࡡ、なにかー、こんのやつの

ー、なんか来たでー、わんわんってー、で、この、でー」 
 
Ḉ஭氏㸸このおヰは、ᆤ⏣ㆡ἞さんという᭷名な作ᐙさんが書いた、小学ᰯ 1 年生くらいの

子どもたちに読み聞かせてちࡻうどいいくらいのおヰです。自分で読んでも読める内

容です。࢖ࢱトルは『きつࡡとࡪどう』といいます。（本報告書 26 ページ配布資料右下）

「すいたーでー、なくーの。でー、ま、おẕさん、がー、なんかこのー、やつーのー、

でーとれて」「このー、やつーのー、でーとれて」。これは何かというと、この子が言い

たいのは「ࡪどう」です。その後、1 ಶⴠちて、「なにかー、こんのやつのー、なんか来

た」。ここで出てくる「こんのやつ」というのは何かというと「≟」です。4 ṓで来日し

て、当時 9 ṓです。5 年間日本ఫんでいて、小学ᰯは全部日本のබ❧学ᰯ࡬⾜っていま

す。࿘りは日本ㄒの⎔ቃです。この子は、取り出しᣦᑟをびっくりするほど多くཷけて

いました。1 日に 3、4 時間、週に 2 日から 4 日、1、2、3 年生とࡎっとཷけてきまし

た。しかし、ここで出てきた༢ㄒ、「ࡪどう」や「≟」を▱りません。このとき、4 年生

です。どうですか？ 読むຊはこの本よりもっと下のレベルです。 
ྠじ㡭のスペ࢖ンㄒ（ẕㄒ）のຊを見てみましࡻう。（本報告書 27 ページ配布資料左

上）スペ࢖ンㄒもྠじようにᣦ♧ㄒが㠀ᖖに多く、「それで、それで」という言ⴥを㢖

⦾に使います。しかし、どちらかというとスペ࢖ンㄒのㄒᙡのほうが多いです。学ᰯは

ンㄒ࢖ンㄒを使っているのはおうちだけです。それでもスペ࢖っと日本ㄒです。スペࡎ

の༢ㄒのほうが多いです。小学ᰯの中でスペ࢖ンㄒのᨭ᥼はありません。 
 
 さあ、もう一ᗘ聞きます。このような子どもたちが自分のクラスにいたら、もしくは

来たら、どうしますか？ 日本にいるから日本ㄒをᣦᑟしますか？ ẕㄒと日本ㄒ、୧

᪉なんとかしようと思いますか？ ますますわかりませんよࡡ。 
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᪥ᮏࡢᏛᰯᩍ⫱⌧ሙ࡛ࡃࡼゝ࡜ࡇࡿࢀࢃ�

日本の学校教育⌧場でよく言われているのは、「日本語環境にいたら、自↛に日本語

をぬえられるよ」「子どもは᪩いからね」ということです。これ、ṇ解だと思いますか？�

ある意味ではṇ解です。⪥は、኱人より子どもの࡯うが᩿↛いいです。␃学⏕のⓙさん、

そうですよね。日本語の発音を᏶⎍に、日本人のように話すのって㞴しいですよね。኱

人になってから日本に᮶ているので௙方がありません。でも、子どもたちの発音はどう

ですか？� 音ኌだけ⪺いていたらᙼ➼のルーࢶがどこなのか、わからないですよね。日

本語環境にいたら自↛に日本語がぬえられる、というのはある意味では本当です。「音

ኌ㠃では」自↛に㢌に入るでしょう。年齢がపい࡯うが得です。 
よく言われることの二つ目は、「㟼かにᤵᴗを⪺いているから問㢟ない、ᨺっておこ

う」です。 
୕つ目は「うちで母語を使っていたら日本語がぬえられない。うちでも日本語を話す

ように、⚾はお∗さんお母さんに言っています」。1� 年࡯ど前からᆅᇦや教育ጤဨ会か

ら౫㢗を受けて、◊ಟを行っていますが、そこでよく⪥にしました。ᮾிでฟ会ったあ

る୰学 � 年⏕の࣌ルーฟ身の⏨の子がいました。その⏨の子は∗子家庭でした。お∗さ

んと二人で日本にいました。ᙼは日本で⏕まれました。ᑠさいときからお∗さんと二人

になって、ಖ育ᅬ࡬通っている時は、日本語の環境の୰で、全↛日本語がわからない。

家庭言語が全㒊ス࣌イン語だったためです。ಖ育ᅬのඛ⏕がお∗さんに「お∗さん、こ

のۑۑくんは日本語が本当にできないから、おうちで㡹ᙇって日本語を教えてくださ

い」ということを何度も言われました。お∗さんは㡹ᙇってᜥ子に日本語を教えました。

お∗さんの日本語は、⚾がお会いした時Ⅼ（日本に᮶られて 1� ᩘ年以上⤒っている時

Ⅼ）でさえ 1�（日本語⬟力᳨定ヨ㦂２⣭）も㞴しいレベルです。୰⣭で∦言の日本語

です。新⪺を読むのは㞴しく、日ᖖ会話では「ああ、外国の方かな」というのがわかる

ような日本語です。そのお∗さんに「㡹ᙇって日本語を教えてください」とಖ育ᅬのඛ

⏕は言いました。⏨の子はᑠ学校に入学後も日本語ができませんでした。おうちの୰で

⪺くお∗さんの日本語は、日本人が使う日本語とは全↛違います。お∗さんはス࣌イン

語だったらいࢁいࢁなことが教えられたかもしれません。そういうのをやめて日本語

で会話したら、話す内容もᑡなくなりますよね。子どもはឡ情をかけて育てなければな

りませんが、外国語でそれをやるのはどれ程኱ኚだったでしょう。しかしそのⱞ行のよ

うなことをお∗さんはᛅ実にされた。けれど、ۑۑくんはᑠ学校に行っても日本語が㞴

しかった。そうすると、学校の࡯うでۑۑくんは「発達㞀ᐖじゃないかな」という意ぢ

がฟてᙼは :,6& というࢸスࢺを受けることになりました。⤖果はᶆ‽より � 年以上、

ୗというࡩうにฟました。ۑۑくんは発達に㞀ᐖがあるというㄆ定を受けます。実は、

ඛ࡯ど౛にฟした子どもさんたちの୰にも :,6& で᳨ᰝをすると、発達に㞀ᐖがある

という⤖果がฟる子がいます。このようなࢸスࢺは解㔘がとても㔜要です。その子ども

をきちんとぢてくれる人がいない状況で、ࢸスࢺのⅬᩘがᶆ‽に達していないという

ことだけを伝えられると、ಖㆤ者はどう思うか。「ああ、そうなんだ。問㢟は㢌の୰に

あるんだ」とᤊえる。ۑۑくんは୰学校࡬行ってから、特ู支援の学⣭を持っている学

校࡬㉺境通学していたこともありました。⚾がその子にฟ会ったのは、132 の人たち

9



に࿧ばれて「この子は学校では発達に問㢟があると言われているけれども、そういうࡩ

うには全↛ぢえない。ちょっと言語のࢭ࢔ス࣓ンࢺ、ホ౯をやってみて࡯しい」と言わ

れたからです。そこでࢸスࢺをやってみると、⚾がぢても発達㞀ᐖがあるとは全↛思え

ませんでした。そのときにᙼのお∗さんに、「いや、⚾からぢたら発達に何か問㢟があ

るようにはぢえない。⚾はᑓ㛛家ではないからデ᩿はできないけれども、ከ言語環境に

育つ子どもの言語⩦得が༑分に㐍まないときに発達に問㢟があるとㄗ解されることが

よくある」と言うと、お∗さんと୰学 � 年⏕の⏨の子が初めてฟ会った⚾の前でᾦをὶ

しました。そのくらい自ᕫをྰ定される⤒㦂がずっと✚み㔜なっていたということで

す。ᙼの日本語力は、ᑠ学校 � 年⏕くらいの読解力でṆまっています。ですから、言語

㠃では日本人の子どもと比較をするとᶆ‽よりは㐜れているのですが、௒までに文化

言語のከᵝな子どもたちを 1、��� 人くらいぢてきた⚾の⤒㦂からすると、「ᬑ通」のこ

とと言えます。そういう஦はよくあるのです。ۑۑくんに「ዲきな本は何？」とか、「読

んだ本は何？」ということを⪺くと、「ࢨ࣐ーࢸレࢧを読んだ」と言うから、「ああ、す

いね」と言いました。しかしよくよく⪺いてみると、それは国語の教⛉書にᥖ㍕されࡈ

ていた内容だったのです。国語の教⛉書以外のものは読んだことがないと言います。じ

ゃあ特ู支援学⣭で何をやっているかというと、ずっとࣉリン࣡ࢺーࢡ➼をやってい

る状況。家庭でもつたない日本語でお∗さんとやり取りをしているから、̔̀ い話はでき

ない。つまり、㐣ࡈしてきた学⩦環境にも問㢟があるのです。もしかしたら、何か発達

の上で㞴しい㒊分があったかもしれない。けれども、その子がその後いた教育環境は果

たしてその子にとって㐺切だったか。すࡈく኱きな࢚ࢡスࢳョンがつきます。後程話し

ますが、&/' 児の教育をやるときには、やはり読み書きの力をなんとかして㧗める必

要があります。しかし௒までは、読み書きのᣦᑟは༑分ではありませんでした。そのた

めۑۑくんのᣦᑟ法をኚえて、⤖ᒁその子は༙年間でかなりఙࡧて、定時ไの㧗校に入

学できました。 
� 「ὶᬸに会話ができるから日本語は問㢟ない、勉強ができないのはこの子のせい」こ

のような考え方は本当にከいです。会話は全↛問㢟ない。でも勉強には問㢟がある。や

る気がなさそう。だから「これはこの子のᛶ᱁のせいだ」「家庭環境がᝏいからだ」と

いう⤖ㄽなってしまいます。 
日本語ができないから、日本語を教える。その考え方は理解できます。␃学⏕の場合

は文法をちゃんと一つ一つ୎ᑀに、語彙を一つ一つ୎ᑀに教えていきます。それとྠじ

ようにやっていこう。「₎字が問㢟だからとにかく書き取り⦎⩦をしよう」と。ですが、

୕つ目にぢていただいた � 年⏕の 0 さん。そのたくさんの取りฟしᤵᴗ୰に何をやっ

ていたと思いますか？「௒日何をやったの？� ඛ⏕にぢせて」と言ってその子が持って

きたࣉリンࢺ（$� ࢬイࢧ 1 ᯛ）には、኱きく「▼▼▼▼▼▼▼͐͐」と、ずっと▼が

書いてありました。1 年⏕の₎字がわからない、読めない。読めないのは₎字がわから

ないからだ。だったら 1 年⏕の₎字から教えていこう。というὶれだったのだと思いま

す。もしかしたら、それでもいいかもしれない、合う子もいるかもしれない。でもその

子は、その日 1 時間ずっと▼を書いていました。ᙼዪは「ࡪどう」を知りません。「≟」

を知りません。その「ࡪどう」を知らない、「≟」を知らないᙼዪにとって、ずっとᗙ
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って「▼」というᙧを書き写すことにどんなព࿡があるでしࡻうか。 
 

⌮ㄽ �．ゝㄒ⩦ᚓ࡜⁫᪥ᖺᩘࡢ࡜㛵ಀ 

⌮ㄽを஬つ、⡆༢に⤂௓します。このような子どもが来たときに、どういう⌮ㄽにᇶ࡙

いて⪃࠼たらいいのか、どういうࡩうにཷけ入れていったらいいのか、どこに正ゎがあ

るのか。それを⪃࠼るための⌮ㄽです。 
 一つ目。言ㄒ⩦ᚓと⁫日年数との㛵ಀに㛵するものです。（本報告書 27 ページ配布資

料右下）࢝ミンࢬ先生の言われていることなのですが、⩦ᚓにかかる時間は言ㄒ㠃によ

ってまࡎ␗なります。日ᖖ生άはすぐにできるけれどもຮᙉに㛵わる言ㄒの⩦ᚓには

時間がかかるということ。それは当たり前です。日ᖖ会ヰで使うことࡤについて「会ヰ

のὶᬸᗘ」というࡩうな言い᪉をするのですが、それは子どものሙ合、⪥が良いから 2
年くらいでできるようになります。しかし、だから良いわけではなく、ၥ題なのはᩍ⛉

学⩦言ㄒ⬟ຊ、ALP, Academic Language Proficiency といわれているもので、このຊは 8
ṓより前に⛣ືをしてきた子のሙ合、⋓ᚓに 7 年から 10 年かかるといわれています。

これは、ᴫᛕを学⩦したりすることも全てྵめて、学⩦άືをする言ㄒのຊ、ことࡤの

ຊをᣦします。8 ṓ௨㝆に新しい言ㄒ⎔ቃに入ったሙ合には、5 年から 7 年かかるとい

われている。それでも㛗い。でも 8 ṓくらいに分Ỉᕊがあるといわれています。なࡐ 8
ṓだと思います？  

ཧຍ⪅㸸8 ṓくらいで学⩦にᚲせなලయ的な思⪃をするためのㄒᙡができるのかなと。 
Ḉ஭氏㸸ຬẼを持って⟅࠼てくださってありがとうごࡊいます。⡆༢にいうと、8 ṓくらい

でẕㄒが☜❧するといわれています。8 ṓくらいまでを言ㄒᙧᡂ期前半、それ௨㝆 14
ṓぐらいまでを言ㄒᙧᡂ期後半というࡩうに言ったりしますが、言ㄒᙧᡂ期後半で⎔

ቃが変わったとしても、ẕㄒをᛀれにくいのです。1 回☜❧したものはᛀれにくい。␃

学生のⓙさん。自分のẕㄒをᛀれて、全然使࠼ませんという人がいますか？ ࢮロにな

ったという人。いませんよࡡ。それは年㱋が㧗くなってから日本に来ているから。けれ

ど、小さいときに来るとᛀれてしまいます。ᛀれるのがᬑ㏻です。ಖ持できていたらす

ごい。その年㱋のままṆまるわけじゃない。本当になくなります。ᛀれるのは本当に᪩

いです。私は、ẕㄒが☜❧するといわれる 8 ṓくらいで、文字言ㄒを⩦ᚓするというこ

とも大きく㛵わってくると思います。文字言ㄒの⩦ᚓ時期が᪩い子はそのままẕㄒを

ಖ持しているࢣースもあります。文字言ㄒを⋓ᚓできるということは、メࢱのຊも⫱っ

てきます。ᐈほ的に言ㄒを見られるようになってくるからということも㛵ಀしている

と思います。 
 
⛣ẸࡢᏊࡢࣦ࢕ࢸ࢖ࢿ࡜ࡶ࡝ㄞゎຊ 

 今、ᩍ⛉学⩦言ㄒ⬟ຊを⋓ᚓするのに㛗い時間がかかるというヰをしました。これは

2003 年に⾜ったㄪᰝで、2006 年にⓎ⾲されているものです。⛣Ẹが多いᅜの PISA の

ㄪᰝの結ᯝを、⛣Ẹの子どものデーࢱと、そのᅜの子どものデーࢱとでẚ㍑して OECD
がまとめました（本報告書 28 ページ配布資料左上）。これは読ゎຊについてのデーࢱで

すが、⛣Ẹの子どもとネ࢖テࣦ࢕の子どものᚓⅬのᕪを⾲わしています。グラフの右か
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ら 2 ␒目の⦪⥺が、⛣Ẹの子どもとネ࢖テࣦ࢕の子どものᚓⅬにᕪがなかったという

⥺です。ྥ かって左にఙびれࡤఙびるほどᕪが大きかった。つまり、⛣Ẹの子どものຊ

のほうが᭷ពにపかったというデーࢱです。この㯮い⥺（ྛᅜが♧す �つの್のうち、

上に⾲♧されているものを「㯮い⥺」、下に⾲♧されているものを「赤い⥺」と⾲⌧し

ている。௨下、ྠᵝ）は second-generation ですから、⌧ᆅ生まれの子どもです。౛ࡤ࠼

୧ぶが࡬ࢶ࢖ࢻ⛣ືして、本人はࢶ࢖ࢻで生まれて、㧗ᰯ 1 年生のときに PISA のㄪᰝ

をཷけます。ラン࣒ࢲにㄪᰝ対象の子どもを選ࡪのですが、9 年間、つまり中学༞業の

年㱋までそのᅜの学ᰯᩍ⫱をཷけてきて、㧗ᰯ 1 年生になった年㱋でこのテストをཷ

けているわけです。そこでそのᅜの言ㄒでこの学ຊㄪᰝをཷけたら、ネ࢖テࣦ࢕の子ど

もとこれだけᕪが出ました、ということです。赤というのは学㱋期㏵中で来ている子ど

もたちなので、もしかしたら中学ᰯに入ってからの 3 年間しかそのᅜのᩍ⫱をཷけて

いないかもしれない。まだそのᅜの言ㄒの⩦ᚓが༑分ではないかもしれない。そのため、

赤の部分のᕪはẼにしなくていいかもしれないのですが、ၥ題は㯮い⥺、⌧ᆅ生まれの

子どもたちのᡂ⦼です。౛ࡤ࠼、⛣Ẹ大ᅜࢶ࢖ࢻ。こんなにᕪが大きいのです。ベルࢠ

ーも、࢜ーストリ࢔もそうです。ࣚ ーロッࣃ⣔のᅜではᕪが大きく出ました。色がⷧい

のは᭷ពᕪがないということですが、᭷ពᕪがないのが、࢜ーストラリ࢔とࢲࢼ࢝の二

つだけです。࢜ーストラリ࢔とࢲࢼ࢝はどんなᅜですか？ 多言ㄒを᥎ዡしているᅜ

です。なんとかして多言ㄒᩍ⫱をやろうとしているᅜです。 
 
◊✲౛ ᪥ᮏ⏕ࡢࢀࡲᏊࡢࡶ࡝᪥ᮏㄒㄞ᭩ຊ㸦Ḉ஭ ����㸧 

 これは私が 2018 年にまとめたㄪᰝの一部なのですが、大㜰のある学ᰯで、ྠじ学ᰯ

に㏻っている日本生まれの中ᅜルーࢶの子ども 63 人と日本ㄒẕㄒヰ⪅の子どもの読書

ຊの結ᯝをẚ㍑したものです。（本報告書 28 ページ配布資料右上）ࣆンク（⾲のྛ㡯

目、左帯を「ࣆンク」、右帯を「㟷」と⾲⌧している。௨下ྠᵝ）が日本生まれの中ᅜ

ルーࢶの CLD ඣ、㟷が日本人の子どもなのですが、「学年相当の読書ຊがあるඣ❺の๭

合」を⡆༢にẚ࡭たものです。中ᅜルーࢶの子ども 63 人は日本生まれですが、学年相

当の読ゎຊのある子の๭合がすごくపい。大య 10 ント、10ࢭーࣃ 人に 1 人でした。≉

にẼになったのは「読書が好きなඣ❺の๭合」でした。小学ᰯ 1 年生࣭2 年生のときに

は、日本人の子どもも、日本生まれの中ᅜルーࢶの CLD ඣも、本を好きと言ってくれ

ました。ですが、中学年、㧗学年と見ると、中ᅜルーࢶの子どものῶり᪉が極➃です。

6、ࡤ࠼ーで一人一人聞いていったのですが、౛ࣗࣅࢱン࢖ 年生の子は、「᎘い、᎘い、

大᎘い、見るのも᎘」という཯応を♧しました。小学ᰯのᩍ⫱ってなんだろうと⪃࠼さ

せられました。本を᎘いになるᩍ⫱ってなんでしࡻうࡡ。「᎘い」になるのには、⌮⏤

があるのですが今回は時間がないので๭ឡします。 
 

⌮ㄽ �．஧ゝㄒ┦஫౫Ꮡㄝ 
 二つ目の⌮ㄽです。一つ目の⌮ㄽは⁫ᅾ期間と言ㄒ⬟ຊにはᕪがあって、ᩍ⛉学⩦言

ㄒ⬟ຊというものは⋓ᚓするのに㠀ᖖに㛗い時間がかかるということでした。日ᖖ会

ヰができたから大୔ኵではないということです。二つ目の⌮ㄽは、「二言ㄒ相஫౫Ꮡㄝ」
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です（本報告書 28 ページ配布資料右下）。「二つの言ㄒは頭の中でつながっていますよ」

ということです。8 ṓで分Ỉᕊがあり、ẕㄒが☜❧しているほうが日本ㄒの⩦ᚓが᪩い

と言いました。なࡐかというと、頭の中で二つの言ㄒがつながっているからです。先ほ

ど౛で出てきた「බᐖ」のᴫᛕを▱っていたら、「ᆅ⌫ ᬮ໬」のᴫᛕを▱っていたら、

もう一つの言ㄒでもなんのことか⌮ゎができます。ᴫᛕ的せ⣲とかコミࣗࢣࢽーショ

ンス࢖ࢱル、音㡩ព㆑だとか、そういったものがつながっているといわれています。 
 
㌿⛣㸦ᴫᛕⓗせ⣲ࠊㄯヰᵓ成ຊ㸧 

 ちࡻっと౛を見てください（本報告書 29 ページ配布資料左上）。ᆅ⌫ ᬮ໬の౛で

す。これは 14 ṓの⏨の子 U さんに先ほどとྠじ⤮を見てもらい⟅࠼てもらったもので

す。U さんは、小学ᰯ 1 年生のときに日本に来ているペルー人の子どもさんです。「な

んでᆅ⌫ ᬮ໬は㉳きると思うの？」と聞くと、「ཎᅉはいろいろあると思うんですけ

ど、᳃ᯘఆ᥇とかで二㓟໬Ⅳ⣲（ͤ㓟⣲の言い間違࠼）が一ᩧになくなったり。」「あと、

二㓟໬Ⅳ⣲の ᐊຠᯝとかで、ᆅ⌫の ᗘが㧗くなっちゃう」というࡩうに⟅࠼ました。

ちࡻっと違う㉁ၥを、スペ࢖ンㄒでもしてみると、「Porque、 el なんていうんやろ？ 

CO2 でいいかな？ CO2 でいいよな？ 違うでしࡻう？」と最初は日本ㄒ஺じりで⟅

ጞめました。つまり、6࠼ ṓで来日しているから、CO2 は日本ㄒで頭に入っている。ス

ペ࢖ンㄒでなんというかᛀれているのです。しかし、その後を見てください。これはス

ペ࢖ンㄒで「なんとㄝ᫂していいかわからないけど、ᮌは、日中は、そのၥ題にとって

ᝏい、その中にあるものを྾ってる」と⟅࠼ています。「二㓟໬Ⅳ⣲」と言いたいので

しࡻう。言いたいけれど、その༢ㄒを▱らないので、他のことࡤでㄝ᫂している。「だ

から、もしたくさんᮌがなかったら、そのၥ題」。これも「 ᬮ໬」というㄒᙡをスペ

を「た、ࡡンㄒで▱らないから、「そのၥ題にとってᝏいもの」二㓟໬Ⅳ⣲のことです࢖

くさん྾うことができなくて残ってしまう」と言っています。そのㄒᙡを▱らないから

使࠼ないけれど、ᴫᛕはわかっている。つながっているのですࡡ。だからㄝ᫂はできる。

この子に後で、「二㓟໬Ⅳ⣲というのはスペ࢖ンㄒで Dióxido de carbono というんだよ」

と言うと、「ああ、わかった」と言ってもうその༢ㄒを使࠼るのです。ⓙさん➨二言ㄒ、

እᅜㄒをやっていて、全然▱らなかったㄒᙡをポンと聞いて、使࠼ますか？これはẕㄒ

のᙉみです。ベースが出来ていて、音にも័れている、どこかで聞いたことがあるかも

しれないので「ああ、はいはい」と頭に入ってくるのです。 
 
᪥ᮏ⏕ࠊࢀࡲ�� ṓ㸦㸴ᖺ⏕㸧ඣ❺  ౛ࡢ;

 これはูの子どもさん、11 ṓ、6 年生の子どもさんにྠじ㉁ၥをしています（本報告

書 29 ページ配布資料右上、左下）。「T㸸これ何の⤮ですか？」「S㸸ᆅ⌫の⤮。」「T㸸な

んの⤮？」「S㸸ᕤ஦中とか、と、㌴が㏻ってて、⏨が、ᮌをษってる。」「T㸸うん。何

を⾲すのかな、これ全部で。」「S㸸௙஦やってる。」と⟅࠼ます。 ᬮ໬のこととはわか

らない。「T㸸ᆅ⌫がどうしてる？」「S㸸ᅔってる。」、「T㸸どうしてᅔってんの？」「S㸸
あれ、࢞ス、࢞スが出ていく？」、「T㸸どうして」「S㸸なんか、こういうくもりが出て

るから」と。↮のことですࡡ。「T㸸どうして࢞スが出てたらᅔるの？ ᆅ⌫が。」とい
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う㉁問には、「6㸸あ、ガスじゃなくて、なんか࡬んなくもりみたいな、」「7㸸うん。ど

うして？ᅔるの？」「6㸸あれ、㞵が㝆るかも、たࡪん、えーと、まちがくさくなるから。」

と答えました。 ᬮ化の⤮をぢて何のことをいっているかはわからないのです。「7㸸ま

ちがくさくなるから？」と⪺くと、「6㸸え？」とᅔっている。 
この子のス࣌イン語での答えをぢてみましょう。日本語にヂすと「7㸸これはなんの

⤮ですか？」「6㸸↮がฟている。」「6㸸㌴のとこࢁも、ᮌ。ᮌはわからない。ᮌは何ࠎ

がฟる。」「7㸸じゃあこれはㄡ？」あの୸いやつ。「6㸸ᆅ⌫。」「7㸸ᆅ⌫はどうなって

る？」「6㸸တをしてる。」「7㸸တをしてる。どうして？」「6㸸↮がฟているから。」「7㸸
௚にはどうして？」「6㸸うーん？」日本語でもス࣌イン語でも答えられません。ᴫᛕを

知らないのだから、当↛です。ᙼは、日ᖖ会話のス࣌イン語はࣛ࣌ࣛ࣌です。日ᖖ会話

の日本語もࣛ࣌ࣛ࣌です。しかしᴫᛕを知らないから答えられない。 
 

7KRPDV	&ROOLHU�������ࡢ኱つᶍㄪᰝ�

� の஬つのᕞで実᪋された、኱きなㄪᰝを⤂௓します。ᘏべ࢝リ࣓࢔ �1 ୓ࢹーࢱが分

ᯒ対㇟の移Ẹの子どものㄪᰝなのですが、⤖ㄽだけを言います。移Ẹの子どもたち、ᅾ

⡠学⣭だけで学⩦した子どもたちがᑠ学校 5 年⏕で読解と⟬ᩘでついていけなくなり

ます。௚の࣒ࣛࢢࣟࣉのᅾ⡠の子どもたちと比較して、子どもたちの୰㏥⋡が一␒㧗い。

母語で初➼教育を受けていない子どもは、第二言語で学年┦当レベルに฿達すること

はできない。第一言語での教育が㧗ければ㧗い࡯ど、第二言語の฿達度も㧗くなる。こ

れがすࡈく㠃ⓑいのですが、バイリンガル教育を受けた子どもたちの࡯うが、ࣔ リンࣀ

ガル教育を受けた子どもたちよりも � 年から � 年後には全ての教⛉において฿達度が

㧗くなったという⤖果がฟているのです。バイリンガル教育というのは、日本でやるよ

うに、英語を勉強するために日本語で英語を教える英語のᤵᴗをするのではなく、౛え

ば理⛉と⟬ᩘを英語で教えます。国語と社会を日本語で教えます。というࡩうに、教⛉

の内容をその言語を使って教える。二つの言語を使って教えるのがバイリンガル教育

です。だからといって、⚾は日本でバイリンガル教育をやった࡯うがいいと言っている

わけではありません。⌧状でそれは㞴しい。ですが、ከ言語ከẸ᪘国家ではこういった

方法も取られていて、౛えばス࣌イン語母語話者の子どもが㠀ᖖにከい࣓࢔リ࢝では、

ス࣌イン語でこの教⛉とこの教⛉とこの教⛉を教える。英語でこれとこれとこれを教

える。学校の୰には英語母語話者の子どもとス࣌イン語母語話者の子どもと、ྠ じくら

いの๭合でいる。そういったときにバイリンガル教育をすると、両方ともఙࡧるという

⤖果がฟています。 
 
�� ୡ⣖ࣝ࢞ࣥࣜ࢖ࣂࡢᩍ⫱⌮ㄽ㸦*DUF¯D�����㸧�

� � � 、リンガル教育はࣀリンガル教育というのは、日本で行っている教育です。このࣔࣀࣔ

な言語環境、言語がたくさんある環境の୰で育つ子どもたちに対して、ㄆࢡࢵミࢼイࢲ

知的、社会的、言語的発達を促すᶵ会を提供できない。�1 ୡ⣖のバイリンガル教育と

いうのは、単に࣐イࣀリ࢕ࢸ言語、日本だったら、౛えば࣏ルࢺガル語を持っている子

どもたちの母語、ス࣌イン語を持っている࣌ルー人の子どもたちの母語といった࣐イ

14



ノリテ࢕言ㄒのಖ持や、࣐ジョリテ࢕言ㄒである日本ㄒ࡬のシフト、日本ㄒができるよ

うになれࡤいい、ということを目ᣦすのではなく、バ࢖リン࢞リ࣒ࢬそのもののࢼ࢖ࢲ

ミクスにὀពを払うᚲせがあります。つまり、「その子たちにとってのデフ࢛ルトのᩍ

⫱、ᬑ㏻のᩍ⫱というのは、多言ㄒ⎔ቃにいたら多言ㄒでᩍ⫱するのがᬑ㏻ですよ」と

いうព࿡です。日本♫会はࣔノリン࢞ルᩍ⫱です。それは日本ㄒを⫼ᬒに持っている私

たちのためのᩍ⫱であって、ᐇはそこに多言ㄒ⎔ቃの子どもが合うかというと、ミス࣐

ッチはどうしても㉳きます。そのどうしてもミス࣐ッチが㉳こるのだという⌧≧をᩍ

⫱⪅が▱っておいて対応するのと、▱らないで対応するのでは全然違います。 
 
⌮ㄽ �� 」ᩘゝㄒ⩦ᚓࡢせ⣲ 

   ⌮ㄽ３つ目は」数言ㄒ⩦ᚓのせ⣲です（本報告書 30 ページ配布資料左下）。」数言ㄒ

の⎔ቃの中で、せᅉというのは㠀ᖖにたくさんあって、とてもたくさんのことを⪃࠼な

いといけません。ḟの⌮ㄽにも┤結するのですが、「私はᩍ員になった。この子は日本

ㄒができない。日本ㄒをできるようにすることが私のᙺ目だ」と思ってᩍ࠼るのがᙺ目

ではないのです。多言ㄒ⎔ቃに⫱つ子どもが、最終的に日本ㄒࣔノリン࢞ルになるのか、

二つの言ㄒをヰせるようになるのか、もしくはẕㄒだけがᙉくなるのか、୧᪉ともでき

なくなるのか。言ㄒ⩦ᚓの≧ἣや、࢖࢔デンテ࢕テ࢕がしっかりしているか、自分は自

分だというࡩうに言࠼るようになるのかならないのかということには、多くのᵝ々な

せᅉが⤡んでいます。その子が持っているせᅉだけではなく、౛ࡤ࠼生⫱⎔ቃ、学ᰯの

⎔ቃなどもせᅉになります。それから♫会文໬的せᅉです。日本は CLD ඣにとってと

てもཝしい⎔ቃなのです。その子どもたちが持っているもう一つの言ㄒがㄆめられる

♫会なのか、そうではないのか。日本は残ᛕながら、その言ㄒをあまりㄆめられる♫会

ではないわけです。学ᰯの⎔ቃの中で、先生がそういったことを▱っているか、▱らな

いのか、ᩍᖌ㣴ᡂをしっかりཷけているかどうかということも㔜せになってきます。そ

ういったことが⤡み合って、その子のᑗ来がỴまります。 
 
⌮ㄽ 4� Ꮫᰯࡢ୰࡛ᮃࢀࡲるᨭ᥼యไ 

 ⌮ㄽの㸲つ目は学ᰯの中でᮃまれるᨭ᥼యไです（本報告書 30 ページ配布資料右下）。

౛に♧したように、日本ㄒᣦᑟᢸ当ᩍ員になったら、取り出し授業の中の 1 時間で、

「今日は何をᩍ࠼ますか」「▼をᩍ࠼よう」ということになりがちです。しかし、そこ

で子どものୡ⏺は᏶結するわけではないですよࡡ。ᩍᖌとඣ❺生ᚐの࢖ンࢱー࢔クシ

ョン、やりとりは当然大஦です。だけどそこだけではなく、ඣ❺生ᚐྠ士のやりとりも

大஦です。そして、そういったやりとりが、その子どもにとって最大㝈のㄆ▱άືにつ

ながっているか。これがとても大஦なことです。最後に౛にᣲࡆた ᬮ໬のことを全然

▱らない⏨の子、スペ࢖ンㄒẕㄒヰ⪅の X さん。ᙼはスペ࢖ンㄒも日本ㄒも、ペラペ

ラ日ᖖ会ヰはヰせます。しかしそうやって、どっちの言ㄒも使って日ᖖ会ヰをヰしてい

ることは、ᙼにとっての最大㝈のㄆ▱άືとい࠼ますか？い࠼ませんࡡ。だけれども、

二つの言ㄒを使って⎔ቃၥ題について⪃࠼るチࣕンスがあったらどうでしࡻう。たࡪ

ん୧᪉の言ㄒがఙびます。ู に日本ㄒだけに೫るᚲせはありません。スペ࢖ンㄒのほう
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がいいかもしれない。どちらの言語でも、その子にとって᭱኱㝈のㄆ知ά動、知らなか

ったことがわかる、㢌の୰がάᛶ化するということをすれば、それは᭱⤊的にどっちの

言語にもࣛࣉスになります。そうすることが、࢔イࢹン࡬࢕ࢸ࢕ࢸのᢞ㈨になります。

つまり、「⚾は⚾でいいんだ、自分自身でいいんだ」という自分に対する自ಙにつなが

ります。当たり前といえば㠀ᖖに当たり前のことですが、これができていません。 
� 一つ౛を言います。これはある୰国ルーࢶのᑠ学校 � 年⏕の⏨の子 7 さんの話です。

7 さんはᑠ学校 1 年⏕のときに୰国からᘬっ㉺してきました。ࣛࢡスの཭達は全ဨ日本

人です。教育レベルはどちらかというと㧗い学校です。そこで、1 年⏕の㡭は、ඛ⏕は

ᬑ通にその子のことを受け入れてやっていて、ᙼもᚎࠎに日本語ができるようになっ

て、୰国の文化をࣛࢡスで学ࡪᶵ会も作っておられました。そして � 年⏕になったある

日、その子の཭達の日本人の子どもたちに、「᭱㏆ 7 くんのᵝ子どう？」と⪺いたんで

す。そうしたら、「ああ、こないだ 7 くん、ඛ⏕にᛣられとってん」と � 人の子が言っ

たのです。「ええ？� 何があったん？」「こないだな、7 くんな、ᾘし࣒ࢦᛀれてきてん。

んで、ᗙっとってな、ඛ⏕こうやって㯮ᯈに書いててん。で、7 くんがな、ࠗ ඛ⏕、ᾘ

し࣒ࢦ っ࠘て言ってん」と子どもたちが教えてくれたのです。ඛ⏕はなんて௮ったと思

いますか？� 7 さんは手を上げて「ඛ⏕、ᾘし࣒ࢦ」と言いました。ඛ⏕は手をṆめて

᣺りྥいた。なんと言ったでしょう。これはきっと教育学㒊の方ならわかるはずです。

はい、お㢪いします。 
ཧຍ者㸸「ඛ⏕はᾘし࣒ࢦじゃありません」。 
Ḉ஭Ặ㸸はい、኱ṇ解。「ඛ⏕はᾘし࣒ࢦではありません」と┿㢦でおっしゃいました。7 さ

んがどうឤじたかは、⚾は知りません。でも、࿘りの子どもたちはそのやりとりをぢて、

⚾に対して、すࡈく㩭᫂に෌⌧してぢせてくれた。「ඛ⏕、ᾘし࣒ࢦ」「ඛ⏕はᾘし࣒ࢦ

ではありません」。┿㢦です。子どもたちはどんな࣓ࢭࢵーࢪを読み取ったか。「7 くん、

ᛣられとったで」と。「文❶を᭱後まで言いましょう」ということはとても㔜要なᣦᑟ

です。ప学年に、そういうࡩうに୎ᑀにᣦᑟをすることは኱஦です。だけれど、7 さん

は日本に᮶て 1 年です。7 さんは、ඛ⏕のそんな཯ᛂをᚅっていたわけではもちࢁんあ

りません。だから、「え？」とࡧっくりしていたはずです。⤖ᒁ何が言いたいかという

と、学校のඛ⏕、特にప学年のඛ⏕はやはりࣛࢡスの子どもたちにとってリーࢲーなの

です。ඛ⏕が知らないうちにルールをつくっているのです。そこでඛ⏕にそんな気持ち

が一切なかったとしても、7 さんがᛣられたというのが、࿘りの子どもたちにインࢵࣉ

と、「୰国のことばをぬえまし「いよねࡈ୰国ってす」されたらどうですか。いくらࢺ

ょう。ニー࢜ࣁってあいさつだよ」と言っていても、一方で、「7 くんᛣられとった。

できない人」という࣓ࢭࢵーࢪをᬯに㏦ってしまっている。子どもたちは、日本語がで

きないとᤊえるかもしれないし、⏕άែ度がᝏいとᤊえるかもしれない。⚾が伝えたい

のは、教ᖌの一言で、児童⏕ᚐ間のインࢱーࢡ࢔ションを促し、࢔イࢹン࡬࢕ࢸ࢕ࢸの

ᢞ㈨にもなるかもしれないし、全く逆の効果を⏕みฟしてしまうかもしれない、という

ことです。それだけ教ᖌの一言はᙳ㡪するということなのです。 
 
⌮ㄽ �����ࠊ㸦&XPPLQVࡳ⤌ᩍ⫱ⓗᯟࡢᚓ⋓࣮ࢩࣛࢸࣜࡿࡅ࠾࡟ቃ⎔ࣝ࢞ࣥࣜࢳ࣐ࣝ���㸧 
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 ⌮ㄽ５つ目です。この子どもたちのຊをఙࡤすためには、読み書きの㐩ᡂが㔜せです。

いかにして読み書きのୡ⏺に入っていくか。ⱥㄒをእᅜㄒとして学んだ私たちにとっ

て、ⱥㄒの会ヰຊの⩦ᚓはものすごい㞴題だったのではないかと思います。その⤒㦂か

らとにかくヰせるようになることに㔜きを⨨くかもしれない。しかし、学ᰯ♫会の中で

のᡂຌは読み書きなのです。ただし、読み書きは大஦ですが、「じゃあ読みなさい、書

きなさい」では読めるようにも書けるようにもなりません。「読み書きができない、漢

字を▱らない、「▼」を▱らない」「だから「▼」を 100 回やります」。それがᨭ᥼につ

ながるか。つながらないですよࡡ。読み書きの㐩ᡂをಁすためには、たくさん読んだり

書いたりすることに㛵わらせないといけない。その「㛵わらせるための⎔ቃ࡙くり」を

するのが、私たちᩍᖌのᙺ目の一つだということが今日おఏ࠼したいことです。子ども

のレベルに合わせて㊊ሙ࡙くりをしっかりするというのがまࡎ㔜せです。そして、その

子が持っている⫼ᬒ▱㆑というのを全部ά用できるようなᙧでやることです。もう一

つ㔜せなのは࢖࢔デンテ࢕テ࢕の⫯ᐃです。自分自㌟をྰᐃすることのないようにや

るᚲせがあります。その上で、ことࡤのᙉ໬がᚲせとなります。それを⌮ㄽ的にయ⣔的

にまとめたものが、この「࣐ルチリン࢞ル⎔ቃにおけるリテラシー⋓ᚓのᩍ⫱的ᯟ組み」

（本報告書 31 ページ配布資料左上）というものです。 
 
⌮ㄽ �� ⮬ᑛឤ᝟ࢆ⫱࡚るᏛࡧ 

 ⌮ㄽ㸴つ目は「日本ㄒができない子ども」ではなく、「二つのことࡤと文໬を持つྍ

⬟ᛶのある子ども」としてᙼ➼を見ることです。最終的に子どもが二つのことࡤと文໬

を持つかどうかは、࿘ᅖの人ḟ➨です。ẕㄒ࣭ẕ文໬を㈈⏘にして学ࡪ。時間的、✵間

的つながりの中で学ࡪ。㐃ᦠがᚲせであるということ。⤒㦂の中で学ࡪということです。 
 
ᤵᴗࡳ⤌ࡢ❧࡚ձ：┠ᶆタᐃ 

 それがあって、初めて授業の組み❧てができます。小࣭中学ᰯを㏻してどのようなຊ

を㌟につけるか、何ができるようになるか。その㛗期目ᶆがあって、1 年間を㏻してど

のようなຊを㌟につけるかという中期目ᶆをタᐃできます。 
 
ᤵᴗࡳ⤌ࡢ❧࡚ղ：⌧≧ᢕᥱ 

そのためには、子どもの⌧≧をᢕᥱして㛗期目ᶆを❧てるᚲせがあるでしࡻう。（本

報告書 31 ページ配布資料右下）それは、学ᰯのᩍ員になったら、学⩦ᣦᑟせ㡿があっ

て、ᩍ⛉書があって、「私がᩍ࠼るのはᩍ⛉書です」という஦ではありません。CLD ඣ

のᩍ⫱に㛵わっている先生たちは、子どもの⌧≧はこうだから、この子にとって今ᚲせ

なものがなんなのか、とᩍᮦ選びからጞめるわけです。しかし、そのᩍᮦ選びというの

は「日本ㄒのᩍ⛉書、どれ使おう」ではありません。その子を⫱てるためには、もしか

したらẕㄒを使わなけれࡤならないかもしれないし、日本ㄒかもしれない。リࢯースࣃ

ーࢯンとしてಖㆤ⪅をᕳき㎸むᚲせがあるかもしれないし、ูの子どもたちとの㛵ಀ

ᛶを⪃࠼┤すᚲせがあるかもしれない。そのくらい全部のリࢯースを使って何ができ

るかということを⪃࠼るわけです。学⩦ᣦᑟせ㡿は大஦です。しかし学⩦ᣦᑟせ㡿にἢ
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ってつくられた教⛉書の୰のこれだけを教える、ではṧᛕながら育たない⌧状がある

ということです。 
 

�㸽࠿ࡍࡲࡋࢆᨭ᥼࡞ࢇ࡝ࠊࡽࡓࡗ࡞࡟⪅ᢸ௵࣭᪥ᮏㄒᣦᑟᢸᙜࢫࣛࢡ���4 ࡛ࡀᨭ᥼࡞ࢇ࡝

 㸽࠿ࡍࡲࡁ
� では㉁問します。ࣛࢡスᢸ௵・日本語ᣦᑟᢸ当者になったら、どんな支援をします

か？どんな支援ができますか？5 分、࿘りの人、㞄の人と話し合ってୗさい。 
 
ཧຍ者㸸あまり言い方はⰋくないかもしれないですが、ことばは㐨ලだと考えたときに、ど

の㐨ලを使ってもいいから、とりあえずその子の考える力、ㄽ理的な思考力をఙばせる

ようなᣦᑟをᖖに㢌の୰に入れておく必要があると思います。ලయ的には、⩻ヂࣉ࢔リ

やコンࣆューࢱを使いながら、その子どもとᣦᑟ者が一⥴になって、」ᩘの言語とか、

もしくはどちらかの言語、なんでもいいのですが、ᢳ㇟的な思考を学んで、ᴫᛕを⋓得

させるというような、そういったᕤኵが必要なのかなと思います。 
Ḉ஭Ặ㸸前༙に㠀ᖖに኱஦なことを言ってくれました。どちらの言語でもいいから、考える

力にࢭࢡ࢔スできるようなᣦᑟをなんとかしてやる。そのやり方は「ࣛࢺンスࣛンࢤー

といって、᭱㏆取り入れられている考え方、やり方です。౛えば学齢期の㏵୰「ࢢンࢪ

で᮶た子、� 歳を㉸えてきた子で、母語の࡯うが強い子の場合に、教ᐊの୰で考える㒊

分は、「母語を使っていいよ」「୰国語を使っていいよ」「࣏ルࢺガル語を使っていいよ」

と考えさせる。考えるときには母語で考える。しかし⏘ฟは㡹ᙇって日本語でできるよ

うにする。このように、⚾たちが、子どもの二つの言語をどこでどういうࡩうに使うか

ということを考えるのも኱஦なことです。日本語だから日本語だけではなく、両方使っ

て、「ఙばすのは言語じゃなくて㢌の୰」という考え方です。これは㠀ᖖに኱஦だと思

います。 
ཧຍ者㸸⚾自身が家庭言語と学校言語が␗なるという児童を実㝿に家庭教ᖌとして教えて

いるので、子どもたちのጼを思いᾋかべながら話をఛっていると、「ああ、そういうこ

とか」という㒊分がけっこうありました。日本語は学校で話している。おうちでは母語

で話している。けれども、実㝿に書いてみようとなったときには、どうしても日本語も

母語も、文字そのものからしてなかなか⩦得できていないのかなという㒊分がぢられ

たので、౛えばおうちでは母語で書くことをおうちの人、家庭に༠力してもらってやる。

学校では日本語で書くというように、どちらかの言語にしなければいけないという考

え方にとらわれてはいけないのかなと考えました。 
Ḉ஭Ặ㸸書きことばにつなげていくという஦が本当に኱஦です。家庭も実はとても༠力して

もらえる場ᡤです。ඛ⏕方の୰には、᭱初から「あのおうちはちょっと」というឤじで

ぢられるケースがあります。᭹⿦やṌき方がᑡし違っていたり、学校の㒔合を考えずに

学校に᮶られる、ということがあると、その༳㇟だけで家庭の༠力は得られないとឤじ

てしまうのかもしれません。しかし、実㝿そうではなかったりすることはとてもከいの

です。お஫いに、この子の教育をどうしたらⰋいかということをきちんと話し合うこと

が኱切です。౛えば⚾は、࣌ルー⣔のコミュニ࢕ࢸに入っているのですが、ある子ども
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の日本語がしんどかったときに、日本語と母語と両方を支援するために、その子のおう

ちに行っていたことがありました。᭱初ಖㆤ者は⯆味がなさそうにされていたけれど

も、ಖㆤ者の前で勉強をやっているጼをぢせると、勉強に入ってきてくださいます。入

ってきて、「いや、こここうじゃないの」とか。ス࣌イン語でやっていると、ちゃんと

会話に入ってきてくださいます。「ಖㆤ者は子どものこと一⥴に考えられるࣃーࢼࢺー

だ」というࡩうにこっちがᤊえ┤すと、༠力できることもከいです。 
�  
᪥ᮏࡢᏛᰯ࡛࡛ࡿࡁᨭ᥼�

日本の学校でできる支援なのですが、必要୙ྍḞな୕つの࣏インࢺをお伝えしたい

と思います。௒まで話してきた理ㄽをまとめて、⌧場レベルで考えたときに、ලయ的に

何ができるか、何をすべきか。⚾自身は、この୕つのどれがḞけてもいけないと思って

います。 
一つ目、「ᅾ⡠学⣭と取りฟしᤵᴗとの㐃ᦠ」です。日本語ᢸ当になって取りฟしを

する場合、その୰だけで᏶⤖させては㥏目です。༠力者はከければከい࡯どⰋいです。

一人だったらもうその時Ⅼで㈇けだというくらい㞴しい支援です。さっきも後ࢁの࡯

うで、本当に⥭ᛴ対ᛂが必要で、なんとかして㣴成しないと、日本語ᢸ当が自分たち �
人だけだったらࣃンࢡしちゃうよという話をされていましたよね。本当にそのとおり

で、一人でᢪえては㥏目です。できるだけ௰間をቑやすこと。そうしたときに、もし日

本語ᢸ当がいるのであれば、取りฟしとᅾ⡠学⣭というのは⤯対的に㐃ᦠが必要です。 
� 二つ目、「読書ᣦᑟ」です。これは日本人の子どもに対してもいわれていることです

が、&/' 児にはもっと኱஦だと思ってください。ᨺっておいたら読むୡ⏺に入ってい

けません。何かの支援が必要です。読書࣒ࣛࢢࣟࣉを作って、読書ᣦᑟを本当にᚭᗏ的

にやる必要があります。 
୕つ目、「母語母文化支援」です。学校の୰でできる母語母文化支援も௒日⤂௓しま

す。 
 

ᐇ㊶ ���㸸ẕㄒࢆ౑⏝ࡓࡋᏊྠࡶ࡝ኈࡢᏛ࠸ྜࡧ�

母語を使用した子どもྠኈの学ࡧ合いの実㊶を⤂௓します。この学校には୰国語の

支援者が一人だけ入っています。୰国語母語話者の子どもたちというのが、ከいときで

スのࣛࢡ �5 にࢺンࢭーࣃを༨めていました。௒はᑡなくなってきて、༑ᩘࢺンࢭーࣃ

なっていますが、かなりのᩘいます。⚾が支援に入っていたときに、この子たちは᮶日

してまだ � ᭶くらいでした。ᑠ学校࢝ � 年⏕です。� 年⏕だから、母語、୰国語は強い

「᳃ᯘがないのかࡐーᓥにはなࢱイース」うでした。何をしているかというと、国語の࡯

のᤵᴗにཧຍしています。日本語ができないからといってᤵᴗにཧຍしないわけでは

ないのです。このᤵᴗの目ᶆは、段ⴠࡈとのぢฟし文をつける、要⣙文をつけることで

した。日本人の子どもたちは日本語を読んで、ここに⥺をᘬいて、この段ⴠにはこれと

いう要⣙文をつけるという手㡰で行います。しかし、それは୰国語が母語の子たちには

できませんよね。できないからཧຍさせない、ではありません。୰国母語話者の子ども

達は、段ⴠࡈとの⤮と日本語の⡆単なリࣛイࢺ文を使います。この子たちは、それらを
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使って中ᅜㄒでヰし合っているのです。中ᅜㄒでヰし合って、どの⤮がこのẁⴠに合う

のかなというのを᥈します。⤮を᥈すことによって、このẁⴠでいわれていることはこ

れなんだというࡩうに、ᙧは違うけれどྠじ目ᶆ、レベルに฿㐩しています。ẁⴠごと

に書かれている内容がなんなのかを⪃࠼ている。読むのは日本ㄒです。しかし、⪃࠼る、

ヰすことࡤは中ᅜㄒ。この後中ᅜㄒで⏘出したものを日本ㄒでなんというかというの

をẕㄒヰ⪅とヰし合いながら⪃࠼ているというのもありました。これは小学ᰯ 3 年生

の子どもたちが『サー࢝スのラ࢜࢖ン』をやったものです（本報告書 33 ページ配布資

料左上）。さきほどの౛にఝていて、ሙ㠃ごとの⤮があって、ここではなんのヰをして

いるのかということを中ᅜㄒで書きます。それを、ẕㄒヰ⪅のᨭ᥼⪅のຊを೉りて、日

本ㄒに変࠼て、⡆༢な日本ㄒでⓎ⾲するということをやっています。 
 

ᐇ㊶ 4��：ᅾ⡠ࡾྲྀ࡜ฟࠕࡢࡋண⩦ᆺࠖ㐃ᦠࣔࣝࢹ 
 これはᐇは、最初に஦౛を見た R さんにᐇ㝿に⾜ったᨭ᥼です。ᙼは 5 年生のクラ

スに入って、ᢸ௵の先生は CLD ඣを初めてᢸ当する先生でした。ᙼの入ったクラスは

40 人学⣭でした。私が最初に⾜った時、先生は「今日、࿨についての授業をするから R
を取り出さないで」言われました。しかし R さんは、日本ㄒが一ษわかりません。「5
年生に⤯対聞かせたい࿨についての大஦な授業をするから取り出さないで」と先生は

言われます。「座っていても⤯対にわからないしな」とこちらは思いましたが「でも R
はこのクラスの一員なんだ。一⥴に⫱てるんだ」という思いをとてもᙉく持っている先

生でした。このクラスで㠃ⓑかったのは、「全員Ⓨ⾲」というのをやっているところで

した。何をするかというと、3、4 回の授業に 1 回、デ࢕ス࢝ッションクラスがあるの

です。౛ࡤ࠼ᅜㄒの『࢝レーラ࢖ス』の授業のときに、「お∗さんとᜥ子はなࡐ௰┤り

をしたのか」というテー࣐があったら、そのテー࣐についてព見のある人は❧ちます。

❧ってᚅっているのです。ᚅっていて、ㄡかが口ⅆをษって、最初は先生が一人当てて

ヰします。先生はその間ࡎっとᯈ書にᚭします。ヰし終わったらその子は座る。そうし

たら、❧っている人の中から言いたい人が「A さんにつなࡆて」とか、「A さんはこう

言ったけれども、私はその A さんのព見に཯対で」と言って、ࡎっと⥆けていく。先

生がᣦ名しないで、間にほとんど入らないでデ࢕ス࢝ッションがࡎっと⥆いていく。先

生はたまにフ࢓シリテーࢱーのᙺ๭としてポンとデ࢕ス࢝ッションをάᛶ໬させるよ

うなⓎၥをするのです。それによってグッと῝まります。先生のᯈ書がࢤࣅࢼーࢱーに

なるという授業。子どもたちがこれにཧຍするのは、けっこう㧗ᗘですよࡡ。しかし、

その先生が、これに「⤯対 R をཧຍさせるんだ」と言われるのです。子ども㐩にその授

業をさせるためには、きちんと‽ഛの時間があり、その時間に࢖࣐ン࣐ࢻッࣉなどをつ

くっているわけです。そのテー࣐について自分の⪃࠼たこと、どのような཯㥍があるか

ということを、思⪃ᅗにまとめるという時間があります。その時間に取り出しをして、

私が何をしていたかというと（本報告書 33 ページ配布資料右上）、౛ࡤ࠼それがᅜㄒの

授業だったら、ᩍᮦ文を読んだり、内容ᢕᥱのためのやりとりを全部スペ࢖ンㄒでしま

す。そして、スペ࢖ンㄒでテー࣐について R さんの⪃࠼をまとめます。ព見をまとめ

て、Ⓨ⾲したい⟠ᡤを選んで、日本ㄒに⩻ヂして、日本ㄒのⓎ⾲の⦎⩦をする。それで
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全員Ⓨ⾲の授業に⮫むというのをやっていました。 
 
ᅾ⡠クࣛࡢ࡬ࢫാࡅ࠿ࡁ 

また、日本ㄒᣦᑟのᢸ当になると「R をなんとかしよう」と真っ先に思いがちなので

すが、やらなけれࡤならないのは⎔ቃのᨵၿなのです。R さんだけのၥ題ではありませ

ん。⎔ቃが変わっていかないと、R さんが㐣ごしやすい≧ἣにはならない。どうしたか

というと、その子どもたちに対してᅜ㝿⌮ゎの授業と㖭ᡴって 2 回授業をしました。一

回目は、「ことࡤが㏻じない⎔ቃってどうだろう」。こういう授業に私が⾜かせてもらっ

て、スペ࢖ンㄒだけを使って࣡ーッと授業をしました。スペ࢖ンㄒのࣉリントを配って、

スペ࢖ンㄒで࢖࣐クをྥけて子ども㐩一人一人にヰしかけるのです。「ことࡤが㏻じな

いってちࡻっとᛧいな」と子どもたちに思ってもらうのが目的です。この後に全員Ⓨ⾲

のᙧᘧで「今どうឤじた？」と㉁ၥすると、子どもたちは័れているからどんどんព見

を言ってくれます。二回目のテー࣐は、「日本ㄒのルールについて⪃࠼よう。」です。日

本ㄒの文ἲには「テᙧ」、というのがあるのですが、「～してください」をつくるときの

ルールを⪃࠼てもらいました。␃学生のⓙさんはごᏑじだと思いますが「う」とか「つ」

とか「る」で終わるືモだったら、小さい「っ」に「て」。読むとか㣕ࡪとか「む」「ࡪ」

なとい࠼学生はそれを全部一ಶ一ಶぬ␃。ࡡで終わるືモは「んで」になります「ࡠ」

けない。㸶⌜のうち㸰⌜だけは、そのルールを見つけられたのですが、他は見つけられ

なかった。つまり、「日本ㄒってእᅜㄒとして見たらすごく㞴しいんだࡡ」ということ

をឤじてもらう。最終的に子どもたちから出てきた⟅࠼は、「R は≉ูなんじゃなくて、

R を取りᕳく⎔ቃが、ことࡤが㏻じないことが R にとって大変なんだ。じゃあ自分ら

は何ができるんやろう」でした。その後、㸰言ㄒを使っての஺᥮日グがጞまりましたよ

（本報告書 33 ページ配布資料左下）。 
 
5  ࡾ࡜ࡾࡸࡢẕㄒ࡛ࡢ࡜

 そういうࡩうに、クラス作りも一⥴に⾜い、R さんは R さんで、ẕㄒでやりとりをし

ていったら、౛ࡤ࠼これは、⎔ቃၥ題についてのやり取りですが、௨前は「↮が、スࣔ

ークがあるのは今日は᭎りだから？」などと言っていた R さんが、「࢖ン࢝の時代はご

みがなかったけれども、今の日本というのはごみがたくさんあって、それがᆅ⌫にとっ

てᝏいんだ」（本報告書 33 ページ配布資料右下）というヰが⪃࠼られるようになってき

たりしました。 
 
� ᖺ⏕ �Ꮫᮇ㸦Ꮫ⣭㞟ᅋ୍ࡢே㸧 

 ある 5 年生 3 学期の授業で、「大㐀じいさんのẼ持ちはいつ変わったのだろうか」と

いうテー࣐での全員Ⓨ⾲がありました。それについて、取り出し授業で、「残㞷が戦っ

ていたとき」と R さんは言ったのですが、私はその後にᅾ⡠のクラスの中に残ってᨭ

᥼ができませんでした。そうしたら、ᅾ⡠クラスの中で、他の子どもたちが、R さんが

Ⓨ⾲できるように「たたかいをみてじࡹうをおろした」と日本ㄒを㊊してくれた。（本

報告書 34 ページ配布資料左上）そして、「ࡊんせつ」とルࣅを᣺ってくれて、みんなが
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R さんになんとかしてⓎ⾲させようとするわけです。そうすると、R のẕㄒຊも⪃࠼る

からఙびて、ここまで書けるようになってきたのです。 
 
� ᖺ⏕ �Ꮫᮇ㸦Ꮫ⣭㞟ᅋ඲యࡢኚᐜ㸧 

 この全員Ⓨ⾲は㠃ⓑかったです。（本報告書 34 ページ配布資料左下）6 年生、1 年く

らい⤒ったときの授業で、他の子どもたちが「R ⾜け、R ⾜け」としきりに言っている

のです。R さんがスペ࢖ンㄒと日本ㄒで作ᡂした思⪃ᅗをᣦしながら「どれを？」と私

に聞いてくるので、「これ言ࡤ࠼」と言うと、「いや、もうそれ㐣ࡂたでしࡻう」という

ことをスペ࢖ンㄒで言うのです。つまり、みんなの声がバーッと㣕んでいる中で、どこ

のなんの㆟ㄽをしているかというのが、R さんはわかるようになってきている。そして

R さんが自分で選んだⓎ言をしたのですが、その後、ዪの子が❧って「R のព見につな

て、Rࡆ が言いたいのは」というࡩうにⓎ言するわけです。他の人（R）が言ったព見

をせ⣙して言うというのは、㸴年生にとってなかなか思⪃レベルの㧗いάືです。他の

子にとってもࣉラスですよࡡ。そういうこともできるようになって、R がいることがこ

のクラスのάᛶ໬につながっていったわけです。このようにして、ẕㄒを使いながら日

本ㄒの㧗ᗘな授業に R はཧຍするようになりました。ᐇ㝿、日本ㄒのຊもẕㄒのຊも

ఙびていった。中学に⾜ったときに、「またあれを中学でもやってほしい」とಖㆤ⪅か

らも言われました。 
 
ᐇ㊶ �� ẁ㝵ⓗㄞ᭩࣭作ᩥᣦᑟ 

�	�� ┠ᶆタᐃ 

 ḟは読書ᣦᑟです。これは小学ᰯでおこなった、なんとかして読書άືを⩦័࡙ける

ための取組みです。まࡎグルーࣉ全యとಶ人の目ᶆタᐃをしました。 
 
�� ᮏࡀㄞࡵる✵㛫࣭᫬㛫ࡢ☜ಖ 

この学ᰯにはᅗ書㤋がありましたが、ྖ 書さんがᖖ㥔しているわけではないので、㘽

がかかっていたり、入りたいときに入れないということがありました。そこで、こうい

う本が読める部屋を日本ㄒᩍᐊの一ゅに作って、いろいろな本をᅗ書㤋から೉りてき

て⨨きました。（本報告書 35 ページ配布資料右上）。本当はいけないのですが、中ᅜル

ーࢶの子どもたちしか入れない部屋にしました。なࡐかというと、この子たちは読書に

対してᙉいⱞᡭព㆑があり、1 年間に 5 冊も本を読まない子たちだったからです。読書

はᴦしいάື、⣲ᩛなάືというព㆑に変࠼ることからはじめようと⪃࠼たためです。

「ここはあなたたちのための≉ูな部屋なんです。本がいっࡥいあって、いつでも好き

なときに読んでいい、ᐷ㌿んで読んでもいいよ」と言います。それだけだと「ࡩーん」

で終わったかもしれません。しかし、「みんな（あなたたち）しか入れないんだ」とい

うことを㩭᫂に出すと、ᤲ㝖の時間に来た日本人の子たちが、「࠼、この部屋何？ い

いなあ」と言ってくれるのです。でも、その「いいなあ」が子どもたちにとってはすご

くテンションを上ࡆることࡤで、「࠼ー、自分らしか入られ࡬んࡡん。」となると、その

子たちにとって本を読むという⾜Ⅽ自యがすごくスペシࣕルなことになりました。そ
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うすると、本当にびっくりするくらい本を読み出しました。 
 

4．成果物：ワクワクする作品 

これが本当に良かったと思うのですが、ただ読むだけでは駄目で、読んだ後にあらす

じを書くということをやっていたのです。口頭であらすじ再生をして、あらすじを書か

せる。見ていただいたらわかるように、これは作品なんです（本報告書 35 ページ配布

資料左下）。先生は褒めるコメントだけ残します、赤は入れません。間違いは訂正しな

い。顔と本の写真を残します。毎回写真を撮って残して、シールで好きにデコレーショ

ンします。このようなものを使って、本読み大作戦「BKD」と名付けて、先生たちもノ

リノリでやりました。「BKD」は「ブック大作戦」のブックの B とブックの K と大作戦

の D です。子どもたちはこの名前があることで「BKD やろう」「今日 BKD いつ？」と

とても積極的になったので、とてもいいネーミングです。全然本を読まなかった子が休

み時間や放課後、色々な時間に読むようになりました。授業中に隠して読む子も出てき

ました。週 1 回のあらすじ書きの時には、部屋に来たら進んで自分に合う本を選んで、

静かに座って読み、それが終わった子から書くということが、自然にできるようになっ

ていきました。結局、子どもたちは年間で、すごい数の本を読みました。スポットでブ

ックトークをするなど、いろいろ取り組みました（本報告書 35 ページ配布資料右下）。 
 

結果 
 テキストレベルが小学 3 年生の 1 学期に幼稚園レベルだった子が、4 年の 3 学期には

小学３～５年生相応レベルまで上がりました（本報告書 36 ページ配布資料左上）。対象

となった 9 人全員が上がった。冊数も、少ない子で 103 冊、多い子で 196 冊読みまし

た。これは題名をチェックしたものだけだから、他にも読んでいると思います。あらす

じ書きをしたのは 50 冊くらい、多い子だったら 50 冊、少ない子でも 30 何冊分書いて

います。 
漢字の使用率も、グラフの左帯が最初で、最後が右帯ですが、これだけ変わっていま

す。文節数もこれだけ変わっている（本報告書 36 ページ配布資料右上、左下）。1 年半

でこれだけ書けるようになりました。最初『きんのたまごにいちゃん』について書いて

いた子が、『サリバン先生との出会い』について書きました。内容もかなり上がってい

ます（本報告書 36 ページ配布資料右下、本報告書 37 ページ配布資料左上、右上、左

下）。 
 

 最後に K さんの音声を聞いてください。最初に見ていただいた二人目の、「はじめて

よんだほんはすぐわすれる」と言っていた子です。その子が 5 年生になって星新一さん

の『きまぐれロボット』を読んで、あらすじ再生をしています。 

 「（再生中の音声）ある博士は、あの、私がつくったロボットは優秀だって言って、

で、N 氏っていうお金持ちが、そのロボットを買いたいと思って、あの、代金を払

って」 
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Ḉ஭Ặ㸸こういうࡩうに᏶⎍にあらすじ෌⏕をできるようになっているのです。一、二⟠ᡤ

文法はおかしいとこࢁはありますが、それで、ᐯ意のᢕᥱもちゃんとできている。 
 
 「（෌⏕୰の音ኌ）このࣟࢺࢵ࣎ね、ඃ⚽だって༤ኈ᭱初言ってたよね。K ちゃん

はඃ⚽だと思う？� ඃ⚽じゃないと思う？」 
「うーん。自分で考えてるからඃ⚽かな？」 
「すࡈいいいこと言ってると思うんだけど、もうちょっとヲしく教えてくれる？�

自分で考えてるって？」 
「あの、このࣟࢺࢵ࣎は知⬟の持った、えっと、ࣟ で、何を言っても、やっࢺࢵ࣎

てるけど、あの、あの、㈙ってくれた人に㐠動୙㊊になるかもしれないから、ࣟ ࣎

 「は自分で、何もせずに、あそこでࢺࢵ
 
Ḉ஭Ặ㸸ᫍ新一さんのこの話は、日本人の子でも 5 年⏕くらいに読ませるとᐯ意をᤊえられ

ない子がከいのです。ですが、K さんはしっかりᤊえられている。さらにᙼዪがすࡈい

のは୰国語です。ྠ じように୰国語がఙࡧているのです。これは音読しているとこࢁ。 
� � （୰国語㒊分は┬␎） 
 
Ḉ஭Ặ㸸1 年⏕のとき日本語と母語の両方できない子と思われた K さんが、5 年⏕になった

とき、「なんで K ちゃんこんな両方できるの。すࡈいね」と⚾が言ったら、「⚾୰国人

やから୰国語できるの当たり前やし、ここは日本やから日本語ができるのが当たり前」

と間㧥を容れずに言ってのけたのです。 
 
ᐇ㊶ ���Ꮫᰯ࡛࡛ࡿࡁẕㄒᨭ᥼ 

� 時間が㊊りず「学校でできる母語支援」を⤂௓することが࡯とんどできなくなってし

まいましたが、බ立学校の୰でも౛えば୰国語を使って、࣏スࢱーࢵࢭションをやった

り、㐠動会の࢘ࢼ࢔ンスを୰国語で子どもたちが考えたり、ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣈᆺのᤵᴗをし

ている学校があります。母語の支援者はもちࢁん必要にはなりますが、週に何回か㝈ら

れた時間に一人だけ᮶るというような学校でも、こういったことができるのです。そう

いった୰で、子どもたちが二言語をちゃんとఙばしていて、࢔イࢹン࢕ࢸ࢕ࢸがちゃん

と育っている。それが本当に⣲ᬕらしいと思います。 
ⓙさんがこれからฟ会う子どもたちのᮍ᮶が᫂るくなることを㢪って、これで⤊わ

りたいと思います。ありがとうࡊࡈいました。 
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当日配布資料

講演・ワークショップ「学校・地域でできる文化言語の多様な子どもの支援」
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ཧຍ⪅ࡢࡽ࠿㉁ၥ࡜ㅮᖌ㸦Ḉ஭༓✑Ặ㸧ࢺ࣓ࣥࢥࡢ�

 
・CLD 児の教育について、教ᖌが┦ㄯできるᶵ㛵やಖㆤ者が┦ㄯできるᶵ㛵はありますか。 

→自἞యによってᵝࠎです。教育ጤဨ会、国㝿஺ὶ༠会➼は┦ㄯ内容によりますが、ぶ身

に対ᛂしてくれるとこࢁもከいです。 

 
・これらの支援は教ဨの㐺切なປാ時間の୰に⣡まりますか。おさまるとすればどのよう

な時間の使い方が᝿定されますか。 

→「㐺切な」とは？ 子どもの教育・支援にᦠわる௙஦ですから、時間が効果に比౛する

というわけではありません。「ኌかけ」一つをとってみても、その内容、ኌをかけるࢱ

イミンࢢ、ኌのかけ方、さらにはㄡが（その┦手となる子どもからみてどのような㛵ಀ

ᛶの人が）かけるかによって、⤖果は 1�0 度ኚわってきます。᭱኱㝈の効果をồめる

ためには、⫋についてからもᵝࠎな勉強は必要でしょうし、その子どもについて῝くし

っかり考えるということも必要でしょう。そのような時間を「㐺切なປാ時間」の୰に

⣡めようとされると㞴しいかもしれません。自分自身の子育てを時間で切り取って考

えることは㞴しいのとఝているように思います。教ဨの㛗時間ປാの᫝ṇはႚ⥭の社

会的ㄢ㢟ではありますが、そのことは子ども࡬の教育の㉁をపୗさせてよいというを

意味しません。ᢸ当になったඛ⏕が一人でᢪえ㎸むのではなく、教ဨ間の㐃ᦠや外㒊ᶵ

㛵やᆅᇦとの༠力యไのぢ┤しなどによって外国人児童⏕ᚐ➼をྵむすべての子ども

たちの学ࡧのᶒ฼がಖ㞀されるよう、学校教育のయไをぢ┤すよう考えていく必要が

あるでしょう。 

 
・᭱後の 5 さん➼の取り⤌みは CLD 児以外にも有効なのでしょうか。 

→有効であると思います。 

 
・思考力と言語（母語、バイリンガル）との㛵わりについて、ためになる入㛛書を教えてい

ただきたいです（௚力本㢪なឤじですが͐） 

�኱学ྡ㄃教ᤵの୰ᓥ࿴子ඛ⏕のࠗバイリンガル教育の方法࠘�01ࢺンࣟࢺ→ 年� ࢔ルࢡ�

は必読書であると思います。 

 
・ᆅᇦ的に、CLD 児がከい学校などはあると思いますが、そのᑠ学校にᩘ人しかいない、

１人しかないなどまた、その学校でのケースが࡯とんどないような学校ではまず、何か

ら一␒に始めたらいいのか気になりました。 

→子どもの⌧状をしっかりとᢕᥱすることだと思います。そしてその子どもの理解者と
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なること、そして、その子どもの࿘りにいる人ࠎと状況をඹ有し、つながることではな

いでしょうか。 

 
・文化言語のከᵝな子どもを理解するには、その子の家庭と㐃ᦠすることが㔜要だと分か

ったのですが、実㝿、家庭の方と㐃ᦠするために、家庭の方が日本語が࡯とんど話せない

場合には、どうすればよいのでしょうか 

→まず、言語が通じなくてもコミュニケーションを取ࢁうとすることが㔜要です。実㝿に、

ಖㆤ者にᐤりῧおうとするお気持ちのある⌧場のඛ⏕方は、ಖㆤ者とのಙ㢗㛵ಀも構

⠏されていっています。౛えば、ಖㆤ者࡬のお知らせ文書で伝えたい情報を⟠᮲書きに

したり、ᩗ語⾲⌧を┬␎したりするだけで、ずいࡪん分かりやすくなると思います。こ

のような配慮は外国人のಖㆤ者に対してだけではなく、すべてのಖㆤ者にとっての分

かりやすさに⧅がるのではないでしょうか。 

 
・日本語とูの言語を୪行して教育するᘢᐖはከくあるのか。（文法など） 

→文法にᘢᐖがฟる、ということの意味がよくわかりません。言語⩦得の㐣程ではᵝࠎな

言語ᙧែがฟ⌧しますが（ࣔࣀリンガルのケースもྠじ）、全て⩦得㐣程で㉳こるもの

です。⩦得に時間が㛗くかかることをᘢᐖとᤊえるかどうかは、࿘ᅖの環境や教育者の

考えにもよりますし、㛗くかかるかどうかもಶ人ᕪがあります。 

 
・８歳ᮍ‶の子供の母語の力をᑡしでも⥔持・ྥ上させる方法はないのか 

→あります。使うこと、ㄆめること、ᚅつことです。 

 
・௒までᣦᑟしてきたなかで༳㇟的な子どもはどのような子でしたか？ 

→たくさんいます。もしよࢁしければ、ᣋⴭࠗ 外国にルーࢶをもつ子どものバイリンガル

読書力࠘のあとがきのࢯࣆ࢚ーࢻをࡈぴください。 

 
・┦ㄯできる❆ཱྀはあるのか？ケースバイケースな౛もከいと思うが、ᑓ㛛的などⅬから

 。バイスをもらうから㔜要だと思ったࢻ࢔

→┦ㄯ内容によって違います。教育ጤဨ会や国㝿஺ὶ༠会などは❆ཱྀがあります。またさ

らにᑓ㛛ᛶの㧗いことを┦ㄯされたいのであれば、本を読んでそのⴭ者にコンࢺࢡࢱ

をとってみられるのが一␒かと思います。 

 
・取りฟしなどにおいて子どもの母語を理解・通ヂできない場合どうすればよいだࢁうか？ 

→まずは目の前にいる子どもを理解しようとດめることが኱஦です。それから、日本語教
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育についての知識もさらに得られると役に立つと思います。 

 
・思考を促すためには、母語・日本語にこだわらず、両方の言語を用いることが効果的であ

るということはわかったのですが、児童の母語と日本語を上手くつなげることができる

人がいない場合は、初めのコミュニケーションをどのようにとればいいのか疑問に思い

ました。 

→本当に理解をしようという気持ちがあれば、言語が通じなくても、だんだんとコミュニ

ケーションは取れるようになると思います。使用する日本語を短くはっきりわかりや

すく言う、言語情報以外の情報（実物や動作化など）を使って、伝えたい内容がなんで

あるかを子どもが理解しやすい配慮したりするといいと思います。 

 
・いわゆるわかち書きは有効なのでしょうか？（日本語は単語の切れ目が分かりづらいと

思うので） 

→子どもの状況（一人でできることは何か、支援を得てできることは何か、支援を得ても

（その発達段階にまだ至っていないために）できないことは何か）によって違います。

文を理解するときのちょっとした助けになるケースもあるでしょう。しかし、子どもが

全く知らない語彙で構成された文をわかち書きで提示しても、理解の助けにはなりま

せんね。また逆に意味のまとまりレベルで読めるようになっている子どもには、わかち

書きを提示する必要はないでしょう。読みの発達段階の一定期間（２文字程度の拾い読

みから文節で区切って読むレベルに移行する時期）において、音読（つまり、読字）の

助けになるケースはあります。 

 
・子供は何歳から第二外国語を勉強し始めた方がいいですか？８歳ですか？ 

→ここで書かれている第二外国語が何を意味されるのかがわかりません。日本にいる日

本語母語話者の子ども（つまり、社会言語も家庭言語も学校言語も全て日本語の子ども）

が、週１回英会話を勉強する、と言う意味なのであれば、何歳からでもいいと思います。

その子どもが楽しんでいける年齢からでいいのではないでしょうか。CLD 児が新しい

言語環境に移動をする、と言う意味で書かれているのであれば、子ども自身の要因や受

け入れ側と家庭の環境にもよりますが、10 歳前後がバイリンガルに育ちやすいと思い

ます。 

 
・子供に日本語を教えるとき、まず文法からですか、それともしゃべる力からですか？ 

→「文法」と「しゃべる力」を二項対立として比較できないため、お答えしにくいです。

また、子ども（特に年齢）によっても違うため、お答えしにくいです。 
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・ྠじ࢔ࢪ࢔⣔の言ⴥがྠ時に勉強したら、ΰࡐる気がしませんか？（H�J� ୰国語、日本�  

語、㡑国語͐） 

→（第二言語⩦得における）₎字語彙の㈇の㌿移はあるでしょうが、CLD 児の二言語⩦

得全యからぢて、そんなに኱きな問㢟ではありません。౛えば、ಖㆤ者࡬のお知らせ文

書で伝えたい情報を⟠᮲書きにしたり、ᩗ語⾲⌧を┬␎したりするだけで、ずいࡪん分

かりやすくなると思います。このような配慮は外国人のಖㆤ者に対してだけではなく、

すべてのಖㆤ者にとっての分かりやすさに⧅がるのではないでしょうか。 

 
・学校は外国人児童⏕ᚐの教育に኱きな役๭を果たしていることが分かりました。もう一

つ教育に役を立っている家庭教育の方は、両ぶは子どもの教育のために何をやればいい

ですか。 

→ᑠさいうちは、子どもとしっかりコミュニケーションをとることが኱஦です。よく、言

語環境の㉁と㔞をಖつこと、と言いますが、౛えば、読み⪺かせとその後の話し合いな

どは有効でしょう。子どもが成㛗してもಖㆤ者が自ಙのある方の言語でしっかりやり

取りができる㛵ಀᛶを⠏いておくことは㔜要だと思います。౛えば、ಖㆤ者࡬のお知ら

せ文書で伝えたい情報を⟠᮲書きにしたり、ᩗ語⾲⌧を┬␎したりするだけで、ずいࡪ

ん分かりやすくなると思います。このような配慮は外国人のಖㆤ者に対してだけでは

なく、すべてのಖㆤ者にとっての分かりやすさに⧅がるのではないでしょうか。 

 
は母語が強い（２つの言語をどこでどのように使うのか考える）ࢢンࢪーࢤンスࣛンࣛࢺ・

子どもに効果的だというお話でしたが、日本語も母語も༑分に⩦得できていない子ども

に対してはලయ的にどのようなᣦᑟ౛がありますか？母語そのものをᣦᑟする時間は必

要ですか？ 

→母語と日本語が発達㐣程の㏵୰にある全ての子どもに有効だと思います。CLD 児は二

言語環境の୰で育っているので、その二言語をどちらも思考の発達を促すためのリࢯ

ースとして使用するということです。そして、その୰で言語自యの⩦得も促す、とい

うことです。できるのであれば、母語そのものをఙばすための時間もあったらいいと

思います。ある୰国ルーࢶの子どもたちのከいᑠ学校では週１回、ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᆺの

୰国語⥅ᢎ語教ᐊを実᪋していますが、ཧຍしている全ての子どもたちが୰国語の力

をఙばしていっています。 
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 ឤ᝿ࡢ඲య࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ

 
࣭ලయ的なඣ❺のጼから CLD ඣのかか࠼ているၥ題や、そのゎỴの᪉ἲがとてもよくわか

りました。≉に、読書ᩍ⫱は、そのような学ᰯでも取り入れることができ、かつ、ẕㄒのᨭ

᥼としても取り入れることができるのでないかと⪃࠼ました。ẕㄒᨭ᥼について、もっとお

ヰが聞きたいと思いましたので、また自分でもㄪ࡭てみたいと思います。 
 また、㉁ၥのḍでもグ入しましたが、こうした子どもたち࡬の≉ูなᨭ᥼を、↓⌮なく 
⌧ᐇ的に取り入れられるᡭẁについて、自分としても⪃ᐹしていきたいと思いました。 
 
࣭ᴫᛕや⪃࠼るຊを二つの言ㄒであつかうという᪉ἲが大変ຮᙉになりました。≉に、5 さ

んのᐇ౛において「思⪃をẕㄒで」「⾲出を日本ㄒで」という取り組みを㏻して二つඹのຊ

がのびていったことに大変㦫きました。᫝㠀 CLD ඣ௨እにもά用できるようཧ⪃にしたい

です。 
 
私࣭はබ❧小学ᰯで日本ㄒᣦᑟをしていますが、Ḉ஭先生のとても⇕のこもったおヰにうな

かりでした。ᢸ௵となる人と日本ㄒᣦᑟ⪅となる人、ᐙᗞが、みんなで༠ຊしてࡤくことࡎ

子どものᡂ㛗にᦠわっていけるような学ᰯᩍ⫱⌧ሙになれࡤいいなと思いました。 
 
࣭先週 � 週間ㄒ学◊ಟ（࢜ーストラリ࢔）に⾜っていました。 
ẕㄒではない⎔ቃが大変なストレスであることを初めてឤじました。そのことを思いな

がら今回のㅮ₇会を聞いていました。 
ᢸ௵としてできることを⪃࠼、文໬言ㄒの、多ᵝな子どもとྥきあいたいです。 

 
࣭私がᐇ㝿㐼㐝した子も言ㄒが � つとも୙自⏤であったため、ㄽ⌮的思⪃ຊが㏣い付いて

いなかった。思⪃をする上で自⏤にᢅうことが出来る言ㄒがなけれࡤ㞴しいということを

ᨵめて⪃࠼させられた。 
 私は来年から㧗ᰯでᅜㄒのᩍ員をする。本ㅮで出てきた CLD について、㧗ᰯに来ている

子はそこまでᅔっていないようなẼもするが、㐼㐝しないとも㝈らないと思った。ᨵめて自

分自㌟もຮᙉをしなけれࡤいけないと思った。 
 本ㅮとは少しእれたことだが、日本ㄒẕㄒヰ⪅であるにも㛵わらࡎ、ㄽ⌮的文❶を読めな

いというࢣースもᏑᅾする。（私自㌟もㄽ⌮的な思⪃ຊがᙅい） 
このような生ᚐ（㧗ᰯ生）に対して、どのようなᣦᑟを⾜ࡤ࠼ㄽ⌮的思⪃ຊものࡤせるのか

 。ならないなと思ったࡤていかなけれ࠼⪄
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・௒まで外国をルーࢶに持つ子どもたちとฟ会ったことがなかったので、初めて知ることが

ከかった。子どもたちが実㝿にどのような問㢟をᢪえているのかを知ることができたので

とてもⰋい学ࡧとなった。自分が教⫋にᑵいたときに、子どもたちとどう᥋したらよいか、

どのような支援をしたらよいかをもう一度しっかり考える必要があると思った。しっかり

学んでおきたい。 
 
・自ᕫ⫯定ឤ（ࢭル࢚ࣇスࢸー࣒）を育てるということをឤじた。自分ができているのか疑

問、外国人の子を学校の୰ᚰに⨨いて学校全యがάᛶ化するような取り⤌みのᤵᴗができ

ればと思う。 
 
・外国にルーࢶのある子どもたちの⌧状が思っていた以上に、Ⰻいᯫᶫで学ࡪことができて

いないということが分かりました。 
� ⚾自身、ᢸ௵になったらどういう㢼に「5 くん」をどう支援して学⣭でのᤵᴗについてい

けるようにしたりするかという考えしかできていなかったのですが、このㅮ⩏を通して、「5
くん」がいることでࣛࢡスがάᛶ化することがあったり、࿘りの子たちに「5 くんは࿘りの

環境がとてもᛧい状況にいるのだ」と実ឤさせることもできるというようなことが分かり

ました。 
 
・よくニュースなどで、この問㢟について⪺いていたので、ヲしいお話が⪺けてⰋかった。 
� ⚾自身、௒年の㸲᭶から教ဨになるので、自分がもし௒回のような子どものࣛࢡスᢸ当、

ᢸ௵になったら͐͐と考えることができてよかった。 
� ௒回のお話だけでは、理解できない͐͐というか、ᑡし㞴しくて㢌がΰ஘してしまうこと

もあったのでもっと勉強したいと思った。 
 
・子供はᗂいこࢁ、二つの言語を勉強させることは、子供がΰ஘するかもしれないと思いま

す。⚾は኱学で日本語をᑓ㛛として勉強しました。それでも、日本語からのᙳ㡪はよくあり

ます。特に、⩻ヂをする時です。 
 
・これまで、文化言語のከᵝな子どもについて、̔̀ く考えたことがありませんでしたが、௒

回のㅮ⩏を受け、自分もこういった子供たちのᢸ௵になることもあると考えると、しっかり

知って、考えておくべきことだと思いました。 
� ᵝࠎな஦౛をぢて、一言で「文化言語のከᵝな子ども」と言っても、子どもたちの家庭や

年齢などによって、その状況はᵝࠎで、᥋し方やᣦᑟの௙方は一ᵝではないことがわかりま

した。特に８歳ᮍ‶の子の場合、母語がまだ☜立していないのに、そのことを理解せず、日

本語ばかりをᣦᑟしてしまうと、子どもたちはΰ஘してしまうので、教ᖌとして教える側が、

知識を身に௜けていたり、その子を理解したりすることの㔜要ᛶに気づきました。 
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・これまでከ言語の環境に身を⨨く子どもと㛵わったことがなく、初めの㉁問などでは⌧状

ではなく、理᝿ㄽでከ言語の環境はⰋいこと、࣓ リࢺࢵもあると思っていましたが、実㝿ከ

くの問㢟があり、⌧状の教育の⌧場では、教ᖌの理解୙㊊、ᢏ㔞୙㊊が問㢟となっているこ

とを知りました。 
� ᣦᑟは㞴しいかもしれないですが、ṇしい理解、㐺当なᢏ⾡があれば、その子どもにとっ

てもベスࢺな教育がྍ⬟になり、࿘ᅖの子どもにもⰋい่⃭を୚えられることが分かりま

した。 
� 支援の方法は㞴しいので、௒後も考えていきたいと思います。 
 
・当初࣡ーࢡショࣉࢵのࢱイࢺルをぢた㝿には、学校でどのような支援を行うことができる

のか疑問もከくありました。しかし、β ションを通して、解ࢵ࢝ス࢕ࢹࣉルーࢢな஦౛やࠎ

ᾘされました。 
� まず、ከ言語環境の୰で育つ子どもは一ぢするとከくの言語や文化を知るᶵ会を持って

いるが、逆に㍈となる言語や文化を持つことができるかや、環境に対ᛂしていくことができ

るかによって、Ⰻくもᝏくもᙳ㡪が኱きいことが分かった。学校においては、どのようにそ

うした子どもたちを支援するかが኱きな問㢟になるだࢁう。日本語に㛵する学⩦をᣦᑟ・支

援していくことは当↛必要だと考える。それだけでなく。学⣭や学年としての、その子ども

の母国の文化理解を㐍めていくことや、母語の学⩦方法を☜立していくことが必要だと考

えた。 
 
・文化言語のከᵝな子どもたちの支援についてお話をしていただいたが、௒まで考えたこと

のない問㢟にゐれることができた。外国語が母語であるとࡦとくちに言っても、β ࢱࣃなࠎ

ーンがあり、まずはその児童の実ែについてṇしくヲしく理解することが㔜要だとឤじた。

このようなことを୎ᑀに行うことで母語でもまだ言語が☜立していない児童に、知らない

₎字をただࡦたすら書きとりさせ⥆けるようなことを㜵ࡄことにつながるのではないかと

考えた。 
� この母語がまだ☜立していない児童には、ᴫᛕ的な要⣲を教えることが必要だと学んだ

が、そのためには、その児童の知っている母語を使って教える必要がฟてくることもある。

そのような時に、自分一人では↓く༠力を要ㄳすることが኱切だとឤじた。 
� ༠力యไの୰で、文化言語のከᵝな子どもたちの思考力を่⃭できるようなᤵᴗを考え

てみたいと思った。 
 
・⚾は᫓からᑠ学校の教ᖌになる。どんな学⣭を目ᣦしていくか、どういう教ᖌを目ᣦすか

௒から୙Ᏻをឤじたり⬚に期ᚅをᐤせたりしていた。しかしその୰で文化言語のከᵝな子

どもがいるということ、そのような子どもの教育をᢸうྍ⬟ᛶがあるということを⚾自身

の୰に全くᴫᛕさえなかったことに、このㅮ⩏を受けてࢵࣁとさせられた。ᮍ᮶のある子供
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のこれからを⫼㈇う役目が⚾たちにあるということを⬚にṆめながら教ᖌをしていきたい

と思った。 
� ௒回のබ₇の୰で１␒ᚰにṧっているのが「ඛ⏕、ᾘし࣒ࢦ」の話である。この話を⪺い

て、文化言語のከᵝな子どもだけでなくすべての子供にも言えることだが、子どもの気持ち

や立ち場を考えるということを኱஦にしていきたいと思った。௒日を通して教ᖌとして「子

ども一人一人を኱切にする」とはどういうことか考えさせられた。また、文化言語のከᵝな

子どもに対して自分に何ができるのか、これから学んでいきたいと思った。 
 
・CLD 児について、⯆味῝い話がከく、とても考えさせられるᶵ会になった。 
� まず CLD 児というᴫᛕそのものについては初めて知ることもከく、特に学校でどのよう

な支援をすべきか➼はとても⯆味῝かった。 
� CLD 児だけではなくᅾ⡠ࣛࢡス࡬のാきかけも኱切だとឤじた。 
当ヱ⏕ᚐの኱ኚさを、௚の⏕ᚐに気づかせることがまず㔜要だとឤじた。ࣛࢡス全యが༠力

する環境を作ることで、ࣛࢡスそのものがάᛶ化していくようなᕤኵをしたいとឤじた。 
ලయ的な஦౛の⤂௓がከく、自分がその⌧状に┤㠃した時に、ཧ考にできるとឤじた。 
 
・実㝿の஦౛を㋃まえて教えていただけたので、イ࣓ーࢪがしやすかった。 
� 日本でできる実㊶、支援としてできることと言われれば、日本語教育をどれだけ඘実させ

るかというᴫᛕにとらわれていたが、それだけでは子どもの考える力をఙばすことができ

ず、⤖果として読み書き➼の力を⩦得することが㞴しいということが分かった。 
኱切なのは、日本語と母語を区ูして教えるのではなく、㛵㐃づけて⬟力を身に௜けていく

ことだと分かった。 
読みは日本語、考えるのは母語で行うとのことであったが、௚の日本語話者の子どもたちと

の஺ὶはどのように行うのかということが気になった。 
࿘りをᕳき㎸んだ学⩦というのが、日本語話者にとってもⰋい環境をཬࡰすことが分かっ

たので、自分一人ではなく࿘りと㛵㐃づけて行うようなᣦᑟを行っていきたい。 
 
・言語的࣐イࣀリ࢕ࢸの児童⏕ᚐ࡬のࣟࣉ࢔ーࢳの考え方が኱きくኚわったように思う。そ

のこの母語というのは࢔イࢹン࢕ࢸ࢕ࢸであり思᝿ᙧ成のための㔜要なࢱࢡ࢓ࣇーである

ので、母語を㊊がかりにして日本語の⬟力をఙばしていくような、バイリンガリ࣒ࢬそのも

ののࢲイࢼミࢡスを኱஦にするようなࣟࣉ࢔ーࢳが⫢要なのであると分かった。 
� また、８歳が言語ᙧ成の１つの境⏺⥺であるなどᵝࠎな話があって㠃ⓑかった。 
 
・ᵝࠎなリࢯースをࣇルά用しなければならないということが強くඹឤをぬえた。 
子どもたちにとって特ูな場ᡤを作ることは子どもたちの意ḧを促すのに有効だと思う。 
. の話す力、語彙⬟力に኱きな㐍Ṍがぢられたことに኱ኚឤᚰした。 
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子どもたちの࢔イࢹン࢕ࢸ࢕ࢸを኱切にすることを௒後の教ဨ⏕άを通してᏲっていきた

い。 
 
・⚾は㧗➼学校の教ဨなのでฟ会った外国にルーࢶを持つ子はすでに日本語を⩦得してい

ました。その子が⩦得までにどのようなᣦᑟを受けてきたのかなと思いながら⪺いていま

した。その子は₎文のᤵᴗでⓑ文を母語で読むなど、学⣭にもⰋいᙳ㡪を୚えてくれていま

した。そこに至るためのᣦᑟのࣄンࢺを教えていただきました。ありがとうࡊࡈいました。 
 
・日本語を話すことができない児童・⏕ᚐ࡬の目ᶆとして、日本語を話せることをかかげが

ちであったが、学⩦の㠃から考えると読み書きに力を入れることがどれ࡯ど኱切であるか

ということをᨵめてឤじさせられました。 
� また、使用言語にとどまらず、その௚の児童・⏕ᚐやಖㆤ者などの࿘りの人とできるだけ

ᗈい⠊ᅖで༠力することで࿘りも一⥴に成㛗できる ZLQZLQ な環境が⏕まれるのだとឤじ

ました。 
 
・実㝿に家庭言語と学校言語が␗なる児童を教えているので、「考える力」を身につけるこ

とができたらなと考えました。「書く力」につなげていくことが኱切だと考えたときに、௒

の学校の㞺ᅖ気は「⾲⌧」に㞟୰しているのではないかとឤじます。ᖖࠎ「読むこと」を㔜

どした教育の୺要ᛶを㏙べていますが、日本語ᣦᑟというูのほⅬから考え┤すことがで

きました。 
 
・ලయ的な஦౛がከく、こちらもලయ的に考えることができた。子どもの⫼ᬒやඛ⏕とฟ会

ったときの状況を⪺いたときは、どうしたらこういう子たちを助けられるのだࢁう͐とᅔ

ってしまったが、実㝿の学校の支援をぢて、教ဨが子どもの母語がࣛ࣌ࣛ࣌でなくてもでき

ることがあるとᕼᮃが持てた。また、日本語がᙅい児童のㄆ識をそこでṆめてしまうのでは

なく、母語とのࣉࢵࣕࢠやそれࡒれのレベルを☜かめることで、ṇ☜にㄢ㢟ᢕᥱをしたいと

ឤじた。 
「家でも日本語を」と言われてດ力したお∗さんがἽいた話が༳㇟的で、ಖㆤ者も自ಙをኻ

っているのはᝒしいことだと思った。 
 
・ᑗ᮶ඛ⏕になりたいわけではないですが、やっࡥり母ぶになったら、子どもの言語教育が

኱切にしなければならないと思います。特に⚾も外国人として、ከ言語教育が୙ྍḞです。

௒のㅮ₇を⪺いたらとても役に立ったと思います。 
 
・自分がᢸ௵になった時には日本語と母語のどちらも使うことができるような支援をする

ことができればよいと考えた。 
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学⣭の子どもたちが஫いのよさをㄆめ合い、஫いに㧗め合うことができる㞺ᅖ気づくりに

ດめたい。 
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参加費：無料
定　員：40名

学校教育現場における多文化化や外国語教育・異文化理解教育
の変化といった社会的背景を受けて、教員養成大学における

「グローバル人材」のあり方とその育成に関する検討が教員養成
大学にとって重要な課題となっています。そこで奈良教育大学では、
昨年度に引き続き、シンポジウム「教員養成大学におけるグローバル
人材を考える」を開催いたします。

日　　時　/　2019年1月24日（木）
　　　　　　　16：30～18：30　（受付開始16：10）
会　　場　/　奈良教育大学　
　　　　　   次世代教員養成センター２号館
　　　　　   多目的ホール
参加対象　/　本学学生・教職員・一般の方

[お問い合わせ先]　  奈良教育大学　国際交流留学センター
[参加申込み方法]　  お名前・ご住所・ご所属を明記の上、下記アドレスまたは
　　　　　　　　　お電話かFAXにてお申し込み下さい。
　　　　　　　　　 E-mail / kokusai_ryugaku@nara-edu.ac.jp         電話・FAX / 0742-27-9177
[申し込み締め切り]　1月18日（金）
[後援]　奈良県教育委員会、奈良市教育委員会

◆プログラム◆ る
け
お
に
学
大
成
養
員
教

講演・ワークショップ

「学校・地域でできる文化言語の
                               多様な子どもの支援」
講師：櫻井千穂氏（同志社大学　日本語・日本文化教育センター・准教授）

日本国内の学校現場にも様々な文化背景をもつ子どもが増えています。
この子どもたちのことばの力を伸ばし、心の発達を促すには
どのような支援が必要でしょうか。
バイリンガル教育の理論をふまえた上で、国内の先進的な教育実践を紹介し

「明日からできること」を一緒に考えたいと思います。



平成30年度学長裁量経費プロジェクト
教員養成大学における「グローバル人材」育成のためのカリキュラムに関する総合的研究

奈良教育大学　国際交流留学センター主催　シンポジウム

平成30年度「教員養成大学におけるグローバル人材育成を考える」報告書

平成31年3月

国立大学法人　奈良教育大学　国際交流留学センター
〒630-8528　奈良市高畑町
国際交流留学センター
TEL・FAX	 0742-27-9177
電子メール	 kokusai_ryugaku@nara-edu.ac.jp
URL	 http://cies.nara-edu.ac.jp/






